
1

「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

大
　
沼
　
陽
太
郎

は
じ
め
に

　
「
模
写
」
す
る
、
と
い
っ
て
ま
ず
想
起
す
る
の
は
、
絵
筆
や
鉛
筆
を
と
っ
て

特
に
絵
画
を
写
す
行
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
絵
画
を
写
す
意
味
で
の

こ
の
語
は
、
謝
赫
の
『
古
画
品
録
』
に
説
か
れ
る
「
画
の
六
法
」
の
う
ち
第
六

法
「
伝
移
模
写
」（「
伝
模
移
写（

（
（

」）
と
し
て
中
国
の
画
論
に
論
じ
継
が
れ（

（
（

、
近

世
日
本
で
は
『
画
道
要
訣
』
や
『
画
筌
』
な
ど
、
狩
野
派
の
画
論
に
論
じ
ら
れ

て
い
る（

（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
「
模
写
」
あ
る
い
は
「
摸
写
」（「
摹
写
」）

は
、
第
三
節
で
見
る
と
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
絵
画
で
は
な
く
、
願
文
や
表

白
と
い
う
儀
礼
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
『
法
華
経
』
な
ど
の
経
典
を
対
象
に
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
経
典
を
対
象
と
す
る
こ
と
の
多
い
同
時
期
の
「
模
写
」

の
な
か
で
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
を
写
し
て
造

ら
れ
た
西
大
寺
の
釈
迦
如
来
立
像
と
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
に
生
前
の
叡

尊
「
真
影
」
を
写
し
て
造
ら
れ
た
同
寺
の
叡
尊
坐
像
の
像
内
納
入
文
書
に
見
ら

れ
る
「
模
写
」
は
、
実
人
に
近
い
大
き
さ
の
立
体
像
お
よ
び
実
人
を
、
同
サ
イ

ズ
の
立
体
像
に
写
し
て
い
る
点
で
特
異
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
「
模
写
」
は
、

後
に
見
る
よ
う
に
そ
の
造
像
事
業
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
や
や
異
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
二
像
の
造
像
が
企
画
さ
れ
製
作
・
安
置
に
到
る
過
程
で
、

叡
尊
自
身
、
お
よ
び
叡
尊
の
高
弟
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
図
や
意
識
を
も
っ
て
そ

の
造
像
行
為
を
た
ん
に
「
造
」
や
「
写
」
で
は
な
く
「
模
写
」
と
し
た
の
か
。

そ
れ
は
例
え
ば
善
光
寺
阿
弥
陀
三
尊
の
造
像
に
「
移
」
を
用
い
る
事
で
像
の
真

正
性
を
保
つ
論
理
が
あ
る
こ
と
を
松
岡
久
美
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に（

（
（

、
西
大

寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
造
像
意
義
に
直
結
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
経
典
お
よ
び
摺
仏
、印
仏
を
対
象
と
し
た
「
模
写
」（「
摸
写
」「
摹
写
」）

あ
る
い
は
「
摸
」
の
語
義
や
日
本
で
の
用
法
に
つ
い
て
は
す
で
に
大
屋
徳
城
氏

お
よ
び
佐
々
木
守
俊
氏
の
研
究
が
あ
る（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
西
大
寺
像
に
お
け
る

美　
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資
料
紹
介
】

日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
史
研
究
の
動
向
と
そ
の
展
望

―
宋
元
時
代
を
中
心
に
　
改
訂
増
補
版
（
上
）

―

小
　
川
　
裕
　
充
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「
模
写
」
は
、
前
述
の
と
お
り
実
人
大
の
原
像
お
よ
び
実
人
を
ほ
ぼ
同
じ
大
き

さ
の
立
体
像
に
写
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
平
面
的
か
つ
小
さ
な
場
合
の
多
い
摺

経
や
摺
仏
、
印
仏
と
は
「
模
写
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
背
景
に
あ
る
意
識
が

異
な
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
同
様
の
理
由
で
、
前
述
の
絵
画
を
対
象
と
し
た

「
模
写
」
に
単
純
に
重
ね
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
特
に
中

国
撰
述
の
漢
訳
仏
典
、
な
か
で
も
道
宣
の
著
作
に
お
け
る
「
模
写
」
の
用
例
に

着
目
す
る
こ
と
で
、
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
お
よ
び
叡
尊
坐
像
の
造
像
に
お
け

る
そ
の
使
用
の
意
義
を
探
り
た
い
。

一
．
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
に
お
け
る
「
模
写
」

　

西
大
寺
の
釈
迦
如
来
立
像
（
図
1
左
）
は
、
叡
尊
の
『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身

学
正
記
』（
以
下
『
感
身
学
正
記
』）
の
建
長
元
年
条
（
（
（

お
よ
び
釈
迦
如
来
立
像
の

框
上
面
墨
書
（
（
（

に
よ
れ
ば
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
三
月
に
清
凉
寺
現
地
で
木

作
り
を
行
っ
た
後
、
同
四
月
に
西
大
寺
で
切
金
を
施
し
厨
子
を
製
作
し
、
同
五

月
に
開
眼
供
養
を
行
っ
て
四
王
堂
に
安
置
さ
れ
た
。

　

西
大
寺
像
を
原
像
で
あ
る
清
凉
寺
の
釈
迦
如
来
立
像
と
比
較
す
る
と
、
像
高

が
約
五
尺
（
清
凉
寺
像
一
六
二
・
六
㎝
（
（
（

、
西
大
寺
像
一
六
七
・
〇
㎝
（
（
（

）
で
あ
る

こ
と
、
頭
部
の
肉
髻
珠
・
白
毫
・
鼻
・
口
間
の
比
率
や
、
胸
周
り
お
よ
び
股
間

の
衣
文
線
な
ど
は
類
似
す
る
（
図
1
）。
し
か
し
な
が
ら
顔
面
は
原
像
に
特
徴

的
な
頬
の
張
り
を
抑
え
て
ほ
っ
そ
り
と
し
、
眼
へ
の
異
材
の
嵌
入
や
耳
孔
へ
の

水
晶
の
嵌
入
と
い
っ
た
原
像
の
特
異
な
特
徴
も
写
し
て
い
な
い
。
側
面
観
（
図

2
）
に
お
い
て
も
、
上
腕
か
ら
垂
れ
る
衣
の
前
縁
に
連
続
す
る
Ｚ
字
状
の
衣
文

や
、
中
央
部
分
の
Ｕ
字
状
の
衣
文
と
い
っ
た
記
号
的
要
素
は
写
し
て
い
る
も
の

の
、
原
像
の
薄
く
前
傾
し
た
体
躯
を
、
厚
み
の
あ
る
実
在
感
の
あ
る
表
現
へ
と

変
更
し
て
い
る
。
背
面
に
お
い
て
は
、
原
像
で
は
存
在
し
な
い
衣
文
が
補
完
的

に
表
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
原
像
に
は
当
時
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
足

枘
が
造
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
同
時
代
に
は
京
都
・
西
明
寺
像
の
よ
う
に
、
背
面
に
衣

文
を
刻
ま
ず
に
よ
り
原
像
に
近
い
形
で
清
凉
寺
像
を
写
し
た
例
が
存
在
す
る
こ

と
を
鑑
み
る
と（

（1
（

、
西
大
寺
像
は
現
地
で
模
刻
を
行
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
原
像

の
記
号
的
特
徴
の
み
を
写
し
、
敢
え
て
よ
り
実
在
感
の
あ
る
表
現
へ
と
改
変
を

加
え
て
い
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

造
像
の
実
務
的
主
導
者
と
考
え
ら
れ
る
賢
任
（
（1
（

が
造
像
前
年
の
宝
治
二
年
（
一

二
四
八
）
に
記
し
た
願
文
（
賢
任
願
文
）
に
つ
い
て
は（

（1
（

、以
前
拙
稿
に
お
い
て
、

願
文
中
の
『
仏
遊
天
竺
記
』
所
説
の
優
塡
王
造
像
譚
の
採
用
と
、優
婆
毬
多
（
ウ

パ
グ
プ
タ
）
伝
の
挿
入
に
着
目
し
そ
の
採
用
の
意
図
を
考
察
し
た（

（1
（

。
そ
の
賢
任

願
文
に
は
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
模
写
」
の
使
用
で

あ
る
。

　

賢
任
は
願
文
の
表
題
を
「
南
都
西
大
寺
小
比
丘
賢
任
敬
白
、
奉
模
写

0

0

□
京
□

嵯
峨
釈
迦
如
来
尊
容
事
」
と
す
る
。
さ
ら
に
親
教
（
叡
尊
）
の
素
懐
を
述
べ
た

後
に
弟
子
（
賢
任
）
の
事
蹟
を
述
べ
る
箇
所
で
も
「
勧
十
人
檀
那
奉
模
写

0

0

彼
尊

容
」（
十
人
の
檀
那（

（1
（

に
勧
め
て
彼
の
尊
容
を
模
写
し
奉
る
）
と
し
、
願
文
中
で�
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3

「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

「
模
写
」
を
二
度
用
い
て
い
る
。
ま
た
西
大
寺
釈
迦
如
来
像
の
造
像
過
程
は
、

叡
尊
の
『
感
身
学
正
記
』
建
長
元
年
三
月
十
三
日
条
に
も
詳
し
く
記
さ
れ
る
が
、

そ
の
中
で
叡
尊
は
「
僧
衆
十
六
人
、
仏
師
九
人
、
番
匠
二
人
、
為
奉
模
写

0

0

尊
像
、

参
詣
清
凉
寺
」
と
記
す
（
（1
（

。
す
な
わ
ち
こ
の
西
大
寺
像
の
造
像
は
、
叡
尊
お
よ
び

賢
任
に
と
っ
て
嵯
峨
の
釈
迦
尊
像
を
「
模
写
」
す
る
為
の
も
の
と
自
認
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

賢
任
願
文
の
、「
尊
容
」
を
「
模
写
」
す
る
、
と
い
う
文
言
は
、
十
二
世
紀

後
半
に
寺
僧
の
語
り
と
し
て
清
凉
寺
釈
迦
の
由
来
を
語
る
『
宝
物
集
』
上
巻
に

引
か
れ
る
「
昔
忉
利
天
之
安
居
九
十
日
、
刻
赤
栴
檀
摸
尊
容

0

0

0

。
今
跋
提
河
之
滅

度
二
千
年
、
瑩
紫
磨
金
礼
両
足
礼
」
と
い
う
文
句
を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る（

（1
（

。
こ
の
文
句
は
、
も
と
仁
康
が
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
に
河
原
院
に
丈
六

の
釈
迦
像
を
安
置
し
た
際
に
大
江
匡
衡
が
作
っ
た
願
文（『
本
朝
文
粋
』所
収「
為

仁
康
上
人
修
五
時
講
願
文
（
（2
（

」）
の
一
部
で
あ
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
収
録
さ

れ
て
い
る（

（2
（

。
前
稿
に
て
述
べ
た
よ
う
に
賢
任
願
文
は
清
凉
寺
に
お
け
る
縁
起
の

図1：西大寺釈迦如来立像（左）、清凉寺式釈迦如来立像（右）

図2：西大寺像（左）、清凉寺（右）右側面
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語
り
の
文
脈
を
ふ
ま
え
て
『
仏
遊
天
竺
記
』
所
説
の
優
填
王
造
像
譚
を
採
用
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
も
同
様
に
『
宝
物
集
』
と
の
繋
が
り
が
想
定
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
摸
」
に
「
写
」
を
加
え
て
「
模
写
」
と
し
て
い
る
こ

と
は
、『
感
身
学
正
記
』
に
も
明
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
文
飾
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。

二
．
叡
尊
坐
像
に
お
け
る
「
模
写
」

　

西
大
寺
の
叡
尊
坐
像
（
図

3
）
は
、
弘
安
三
年
（
一
二

八
〇
）、
叡
尊
八
十
歳
の
際

に
造
ら
れ
た
寿
像
で
あ
る
。

細
か
い
起
伏
の
表
現
さ
れ
た

額
の
皺
や
頬
か
ら
上
の
頭

部
、
眉
間
や
手
の
甲
に
走
る

血
管
は
極
め
て
写
実
的
で
あ

り
、そ
の
下
に
あ
る
皮
と
肉
、

骨
を
連
想
さ
せ
る
。
体
部
の

下
部
に
な
る
に
つ
れ
多
く
立

体
的
に
刻
ま
れ
る
衣
皺
は
、

重
力
に
引
か
れ
弛
む
布
の
実

在
感
を
表
し
て
い
る
。
大
き
な
鼻
や
落
ち
窪
ん
だ
眼
窩
、
長
く
伸
び
る
眉
は
、

叡
尊
と
い
う
特
定
の
人
物
を
よ
く
表
象
し
、
真
直
ぐ
に
伸
ば
さ
れ
た
背
筋
と
広

く
張
ら
れ
た
肩
は
、
そ
の
健
在
ぶ
り
を
表
す
。
像
内
か
ら
は
多
量
の
墨
書
と
納

入
文
書
、
納
入
品
が
発
見
さ
れ（

（2
（

、
像
内
背
部
中
央
の
梵
字
曼
荼
羅
下
に
叡
尊
の

生
年
・
戒
臘
・
名
と
共
に
記
さ
れ
る
墨
書
に
よ
り
、
前
述
の
釈
迦
如
来
立
像
を

製
作
し
た
善
慶
（
善
円
）
の
子
、
善
春
を
大
仏
師
と
し
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
る（

（2
（

。

　
「
模
写
」
は
、
摺
写
梵
字
大
仏
頂
陀
羅
尼
・
白
傘
蓋
陀
羅
尼
・
法
身
偈
・
補

闕
真
言
に
付
さ
れ
た
書
写
陀
羅
尼
真
言
末
尾
の
、
惣
持
に
よ
る
奥
書
（
以
下
、

惣
持
奥
書
と
略
す
）
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

　
　

�

当
寺
長
老
侍
者
比
丘
鏡
慧
、
為
鎮
護
国
家
、
興
隆
仏
法
、
模
写

0

0

真
影
之
間
、

可
奉
納
五
種
大
陀
羅
尼
之
由
、
懇
望
之
故
、
所
令
書
写
也
。
与
願
為
功
徳

成
就
之
妙
体
、
留
仏
法
擁
護
之
効
験
而
已
。
于
時
弘
安
三
年
九
月
六
日
、

門
人
西
林
寺
住
持
毘
尼
瑜
祇
兼
学
比
丘
惣
持　

記（
（2
（

。

　
　

�〔
当
寺
長
老
（
叡
尊
）
侍
者
比
丘
鏡
慧
、
国
家
を
鎮
護
し
、
仏
法
を
興
隆

せ
ん
が
為
に
真
影
を
模
写

0

0

せ
し
之
間
、
五
種
大
陀
羅
尼
を
奉
納
す
べ
き
之

由
、
懇
望
の
故
、
書
写
せ
し
む
る
所
な
り
。
与
に
願
わ
く
は
、
功
徳
成
就

の
妙
体
と
為
り
、
仏
法
擁
護
の
効
験
を
留
め
ん
こ
と
を
の
み
。
時
に
弘
安

三
年
九
月
六
日
、
門
人
西
林
寺
住
持
毘
尼
瑜
祇
兼
学
比
丘
惣
持　

記
す
。〕

�

〈
傍
点
お
よ
び
（　

）
内
筆
者
〉

と
あ
る
。
こ
の
鏡
慧
に
よ
る
叡
尊
「
真
影
」
の
「
模
写
（
（2
（

」
は
、
直
後
に
記
さ
れ

図３：西大寺 叡尊坐像
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5

「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

る
惣
持
の
差
配
に
よ
る
五
種
大
陀
羅
尼
の
「
書
写
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
奥
書
を
記
し
た
惣
持
は
鏡
慧
と
共
に
叡
尊
坐
像
像
内
の
左
肩
背
面
に
造
像
の

趣
旨
を
述
べ
る
墨
書
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
叡
尊
坐
像
の
造
像
を
主
導
し
た
一

人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

惣
持
は
叡
尊
の
甥
で
あ
り
、
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
に
受
戒
し
、
弘
長
三

年
（
一
二
六
三
）
以
来
、
の
ち
に
同
地
域
の
中
核
的
寺
院
と
な
る（

（2
（

河
内
西
琳
寺

の
長
老
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

。
河
内
延
命
寺
所
蔵
の
西
琳
寺
旧
蔵
文
書
中
の
忍
性
の

書
状
か
ら
は
、惣
持
は
最
終
的
に
西
大
寺
第
二
世
長
老
と
な
る
信
空
と
並
ん
で
、

有
力
な
後
継
者
候
補
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
惣
持
の
教
団
内
で

の
高
い
地
位
は
、細
川
涼
一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
四
分
律
注
比
丘
尼
戒
本
』

や
（
（2
（

、『
比
丘
尼
鈔
糾
補
資
行
録
』
を
撰
述
す
る（

（3
（

な
ど
比
丘
尼
戒
に
通
じ
、
女
人

救
済
・
女
性
信
者
獲
得
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
惣
持
が
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
に
法
華
寺
の
尼
と
有
縁
の
女
衆
に
勧
め
て

『
転
女
身
経
』
を
開
版
し
て
い
る
事
は
注
目
さ
れ
る（

（3
（

。
な
ぜ
な
ら
、
右
掲
の
惣

持
奥
書
が
付
さ
れ
る
陀
羅
尼
真
言
が
、
河
内
の
「
国
府
禅
尼
見
阿
」
の
逆
修
の

た
め
の
捨
財
に
よ
っ
て
叡
尊
坐
像
造
像
前
年
の
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
に
開

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。
こ
う
し
た
開
版
事
業
に
尼
や
在
家
の
女

性
が
捨
財
す
る
の
は
、
細
川
涼
一
氏
が
言
う
よ
う
に
結
縁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

変
成
男
子
に
よ
る
女
人
往
生
を
目
指
し
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が（

（3
（

、
本
稿
に

お
い
て
重
要
な
の
は
経
典
の
開
版
が
往
生
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
点
で
あ
る
。
次
節
で
見
る
と
お
り
、
特
に
書
写
と
対
比
さ
れ
た
「
模

写
」
は
平
安
後
期
以
降
摺
写
を
指
す
。
経
典
開
版
事
業
の
経
験
豊
富
な
惣
持
が

こ
こ
で
叡
尊
坐
像
の
造
像
を
「
真
影
」
の
「
模
写
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
は
、

経
典
の
開
版
や
摺
経
の
文
脈
を
踏
ま
え
た
何
ら
か
の
意
識
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。

三
．
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
模
写
」
の
対
象

　

日
本
に
お
け
る
「
模
写
」
あ
る
い
は
「
摸
写
」（「
摹
写
」）
の
初
見
は
、『
本

朝
続
文
粋
』
所
収
の
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
藤
原
明
衡
作
「
実
成
卿
為
家
督

追
善
願
文
」
で
あ
り（

（3
（

、
そ
の
「
模
写
」
の
対
象
は
『
法
華
経
』
で
あ
る
。
ま
た

澄
憲
に
よ
る
表
白
集
で
あ
る
『
転
法
輪
鈔
』
に
も
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）

の
鳥
羽
院
の
千
日
御
講
結
願
表
白
を
は
じ
め
と
し
て（

（3
（

、『
法
華
経
』等
経
典
を「
模

写
」
す
る
表
白
が
数
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

同
様
に
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
模
写
」
お
よ
び
「
摸
写
」
の
用
例
も
、
経
典

を
対
象
と
し
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
こ
と
が
『
鎌
倉
遺
文
』
か
ら
分
か
る
。〈
表

1
〉
は
、「
模
写
」
お
よ
び
「
摸
写
」
の
用
例
を
、『
鎌
倉
遺
文
』
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（JapanK

now
ledge 

版
（
（3
（

）
に
よ
っ
て
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
表
か
ら
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
例
が
願
文
に
お
け
る
経
典
を
対
象
と
し
た
事

例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
願
文
や
表
白
に
お
い
て
は
、
願
主
が
紺

紙
に
金
字
等
で
経
典
を
「
書
写
」
し
、
加
え
て
素
地
の
法
華
経
が
「
模
写
」
さ

れ
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。『
鎌
倉
遺
文
』
の
中
で
も
、例
え
ば
建
久
五
年
（
一
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文書名 典拠 年代 「模写」の対象 鎌倉遺
文巻-頁

藤原兼実願文 門葉記百三十二 建久5年（1194）8月16日 墨字『法華経』20 部 160 巻、『無量義経』20 巻、『観普賢経』20
巻、『阿弥陀経』20 巻、『般若心経』20 巻、『転女成仏経』20 巻 2-115

道性願文
東大寺図書館所
蔵祖師法印中陰
願文集

建仁2年（1202）8月16日 『法華経』2 部 16 巻、『無量義経』1 巻、『観普賢経』1 巻、『阿
弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻 補 1-203

道性願文
東大寺図書館所
蔵祖師法印中陰
願文集

建仁2年（1202）8月27日 『法華経』6 部 48 巻、『無量義経』1 巻、『観普賢経』1 巻、『阿
弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻 補 1-204

慈円起請文 門葉記二 建永元年（1206） 「経巻」 3-296、
297

聖玄願文
東大寺図書館所
蔵祖師法印中陰
願文集

建保2年（1214）8月30日 色紙『法華経』2 部 16 巻、『無量義経』2 巻、『観普賢経』2 巻、『阿
弥陀経』2 巻、『般若心経』2 巻 4-141

後鳥羽上皇逆修願文 願文集四 建保3年（1215）5月24日

色紙『法華経』1 部 8 巻、『無量義経』1 巻、『観普賢経』1 巻、『阿
弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻× 7
素紙『法華経』1 部 8 巻、『無量義経』1 巻、『観普賢経』1 巻、『阿
弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻× 49（毎日）

4-159

後鳥羽上皇逆修結願文 願文集四 建保3年（1215）6月14日 素紙『法華経』20 部 160 巻、開結経・『阿弥陀経』・『般若心経』各 20 巻 4-181

慈円願文 伏見宮御記録利
七十二 貞応元年（1222）12月 「大乗経」 5-140

僧宗清願文 本朝文集六十七 貞永元年（1232）9月20日『法華経』1 部 8 巻、『無量義経』1 巻、『観普賢経』1 巻、『阿弥
陀経』1 巻、『般若心経』1 巻『浄土三部経』 6-401

園城寺衆徒申状 寺門伝記補録二十 貞応2年（1233）7月 堂舎（三井唐院） 5-217

近衛兼経願文 春華秋月抄十一 寛元2年（1244）3月2日 素紙『法華経』100 部 800 巻、『無量義経』100 巻、『観普賢経』100 巻 9-66、
67

小比丘賢任願文
（賢任願文）

大和西大寺釈迦
如来像胎内文書 宝治2年（1248）8月8日 清凉寺釈迦 補 3-83

亀山天皇逆修願文 東大寺所蔵亀山
殿御逆修願文 文永5年（1268）10月 『法華経』6 部 48 巻、『無量義経』6 巻、『観普賢経』6 巻、『阿

弥陀経』6 巻、『般若心経』6 巻 13-431

亀山殿御逆修願文 東大寺所蔵亀山
殿御逆修願文 文永5年（1268）10月23日 素紙『法華経』20 部 60 巻、『無量義経』20 巻、『観普賢経』20 巻、

『阿弥陀経』20 巻、『般若心経』20 巻 13-434

木造本尊曼荼羅 安房妙本寺蔵 弘安3年（1280）4月 木造本尊曼荼羅 18-338

惣持願文（惣持奥書） 大和西大寺蔵叡尊
像胎内真言陀羅尼 弘安3年（1280）9月6日 叡尊「真影」 19-25

西園寺実氏夫人藤原貞子逆
修願文

東京国立博物館
蔵 弘安5年（1282）10月8日 （『法華経』1 部 8 巻、『無量義経』1 巻、『観普賢経』1 巻、『阿

弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻）× 7 補 3-238

後深草上皇願文 公衡公記弘安十
一年正月廿六日条

弘安11年（1288）正月20
日 『金光明最勝王経』10 部 21-389

後深草上皇願文 公衡公記弘安十
一年正月廿八日条

弘安11年（1288）正月28
日

素紙『華厳経』1 部 60 巻、『梵網経』2 巻、『大集経』1 部 30 巻（日
蔵分 10 巻、月蔵分 10 巻）、『本業瓔珞経』2 巻 21-393

後深草上皇願文 本朝文集六十七 正応5年（1292）10月15日 素紙墨字『法華経』20 部 160 巻、開結経各 20 巻、『阿弥陀経』
20 巻、『般若新経』20 巻 23-294

後深草院崩御記 恒助法親王諷誦
文 嘉元2年（1304）8月10日 □紙墨字『法華経』8 部 64 巻、『無量義経』8 巻（か）、『観普賢

経』8 巻、『阿弥陀経』8 巻、『般若心経』8 巻 29-6

永陽門院（久子内親王）諷誦文 後深草院仏事記 嘉元3年（1305）7月10日 色紙『法華経』1 部 8 巻、『浄土三部経』8 部、「善導釈」9 帖 29-173

玄暉門院（藤原愔子）願文 後深草院仏事記 嘉元3年（1305）7月10日

対象①：色紙『法華経』1 部 8 巻、『無量義経』1 巻、『観普賢経』
1 巻、『阿弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻
対象②：素紙『法華経』7 部 56 巻、『無量義経』7 巻、『観普賢経』
7 巻、『阿弥陀経』7 巻、『般若心経』7 巻

29-170

伏見上皇願文 後深草院仏事記 嘉元3年（1305）7月10日 素帋墨字『法華経』1 部 8 巻、開結 2 経、『阿弥陀経』、『般若心経』29-170、
171

陽徳門院（瑛子内親王）願文 本朝文集六十九 嘉元3年（1305）7月11日 『浄土三部経』7 部 28 巻 29-175
伏見上皇諷誦文 本朝文集六十九 嘉元3年（1305）7月16日 五部大乗経 29-181

伏見上皇願文 後深草院仏事記 嘉元3年（1305）7月16日 素地墨字『華厳経』1 部 60 巻、『梵網経』2 巻、『大集経』1 部
30 巻（日蔵分 10 巻、月蔵分 10 巻）、『本業瓔珞経』2 巻 29-175

遊義門院（姈子内親王）願文 後深草院仏事記 嘉元3年（1305）7月16日 『法華経』7 部 56 巻、『無量義経』7 巻、『観普賢経』7 巻、『阿
弥陀経』7 巻、『般若心経』7 巻 29-181

昭訓門院（藤原瑛子）願文 亀山院崩後仏事記 嘉元3年（1305）10月20日
対象①：『金剛頂経』3 巻、『大日経』7 巻、『蘇悉地経』3 巻
対象②：素紙墨字『法華経』16 部 128 巻、『無量義経』16 巻、『観
普賢経』16 巻、『阿弥陀経』16 巻、『般若心経』16 巻

29-235

藤原永定諷誦文 亀山院崩後仏事記 嘉元3年（1305）10月23日 墨字『法華経』1 部 8 巻、開結経、『阿弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻 29-238

昭慶門院（憙子内親王）願文 亀山院崩後仏事記 嘉元3年（1305）10月25日 素紙『法華経』7 部 56 巻、『無量義経』7 巻、『観普賢経』7 巻、『阿
弥陀経』7 巻、『般若心経』7 巻 29-243

後伏見上皇願文 大和車井已之助
氏所蔵文書 嘉元3年（1305）10月28日

「書模写」の対象：紺紙金字『法華経』1 部 8 巻、『無量義経』1 巻、
『観普賢経』1 巻、『阿弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻
「摸写」の対象①：色紙『法華経』1 部 8 巻、開結経各 1 巻、『阿
弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻

「摸写」の対象②：素地『法華経』6 部 48 巻、開結経各 6 巻、『阿
弥陀経』6 巻、『般若心経』6 巻

29-247

昭訓門院（藤原瑛子）願文 亀山院崩後仏事記 嘉元3年（1305）11月3日

色紙『法華経』1 部 8 巻、『無量義経』1 巻、『観普賢経』1 巻、『阿
弥陀経』1 巻、『般若心経』1 巻
素紙『法華経』7 部 56 巻、『無量義経』7 巻、『観普賢経』7 巻、『阿
弥陀経』7 巻、『般若心経』7 巻

29-255

亀山院庁願文 亀山院崩後仏事記 嘉元3年（1305）11月4日
素地『法華経』7 部 56 巻、『無量義経』7 巻、『観普賢経』7 巻、『阿
弥陀経』7 巻、『般若心経』7 巻、『弥勒上生経』1 巻、『弥勒下
生経』1 巻、『弥勒成仏経』1 巻

29-256

伏見上皇願文 芦屋市黒川福三
郎蔵 正和5年（1316）11月25日 紺紙金字『法華経』56 巻および別に『法華経』方便品・薬品喩品・

提婆品・寿量品 34-90

表1：『鎌倉遺文』中の「模写」および「摸写」事例
＊ JapanKnowledge Lib <https://japanknowledge.com/lib/search/basic/index.html> から「鎌倉遺文1、2」でソートを掛け、全文検索によって

「模写」「摸写」を含む事例を抽出し、各史料の内容を検討した。
＊ �重複事例と思われる以下の二史料は除いた。永陽門院（久子内親王）諷誦文（嘉元3年7月10日、文書番号：222678）、玄暉門院（藤原愔子）願文（嘉

元3年7月10日、文書番号：22266）
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7

「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

一
九
四
）
年
八
月
月
十
六
日
の
九
条
兼
実
の
願
文
は
、「
書
写
」
分
が
各
経
一

部
で
あ
る
の
に
対
し
、「
模
写
」
分
は
『
法
華
経
』
で
二
十
部
百
六
十
巻
に
登

る
な
ど
、
員
数
が
か
な
り
多
い
。
大
屋
徳
城
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
う
し

た
経
典
「
模
写
」
の
事
例
は
、
よ
り
早
い
時
代
に
お
い
て
は
筆
写
を
指
す
場
合

も
あ
る
が
、
十
二
世
紀
後
半
以
降
、
特
に
「
書
写
」
と
対
比
さ
れ
る
場
合
に
は

摺
写
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う（

（3
（

。

　

経
典
を
対
象
と
し
た
「
模
写
」
は
漢
籍
の
中
で
本
論
文
冒
頭
に
挙
げ
た
『
古

画
品
録
』（
六
世
紀
前
半
）
に
お
け
る
絵
画
の
「
模
写
」
よ
り
も
先
に
あ
ら
わ

れ
る（

（3
（

。
四
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
『
後
漢
書
』
列
伝
の
蔡
邕
伝
に
は
、

　
　

�

邕
以
経
籍
去
聖
久
遠
、
文
字
多
謬
、
俗
儒
穿
鑿
、
疑
誤
後
学
。
熹
平
四
年
、

乃
与
（
…
）、
奏
求
正
定
六
経
文
字
。
霊
帝
許
之
、
邕
乃
自
書
丹
於
碑
、

使
工
鐫
刻
立
於
太
学
門
外
。
於
是
後
儒
晩
学
、
咸
取
正
焉
。
及
碑
始
立
、

其
観
視
及
摹
写

0

0

者
、
車
乗
日
千
余
両
、
填
塞
街
陌
。

　
　

�〔
邕
以
う
に
、
経
籍
は
聖
を
去
る
こ
と
久
遠
に
し
て
、
文
字
多
く
謬
り
、

俗
儒
穿
鑿
し
て
、
後
学
を
疑
わ
せ
誤
ら
す
と
。
熹
平
四
年
、
乃
ち
（
参
与

者
を
列
記
）
と
与
に
、
奏
し
て
六
経
の
文
字
を
正
定
せ
ん
こ
と
を
求
む
。

霊
帝
之
を
許
し
、
邕
乃
ち
自
ら
碑
に
書
丹
し
、
工
を
し
て
鐫
刻
し
て
太
学

の
門
外
に
立
て
し
む
。
是
に
於
て
後
儒
晩
学
、
咸
な
正
を
取
る
。
碑
の
始

め
て
立
つ
に
及
び
、
其
の
観
視
し
及
び
摹
写

0

0

す
る
者
、
車
乗
日
に
千
余
両
、

街
陌
を
填
め
塞
す
（
（4
（

。〕

�

〈
傍
点
お
よ
び
（　

）
内
筆
者
〉

と
あ
り
、
後
漢
霊
帝
の
時
代
に
、
蔡
邕
ら
が
六
経
の
誤
謬
を
訂
正
し
、
碑
文
と

し
た
も
の
を
、
人
々
が
「
摹
写
」
し
た
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
摹
写
」
は

後
世
の
「
搨
模
」
や
拓
本
の
よ
う
に
直
接
の
接
触
に
よ
っ
て
写
し
取
る
行
為
、

も
し
く
は
「
臨
模
」
の
よ
う
に
観
察
し
な
が
ら
写
す
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
で
「
摹
」
が
使
わ
れ
る
意
味
は
、「
文
字
多
謬
、俗
儒
穿
鑿
」

を
正
す
た
め
、
す
な
わ
ち
真
正
性
を
保
つ
と
い
う
経
典
に
普
遍
的
に
要
求
さ
れ

る
性
質
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
摹
」
は
「
摸
」
の
異
字
で
あ
り
、

「
模
」
に
「
法
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
通
じ（

（4
（

、
両
者
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ

た
（
（4
（

。
日
本
で
も
昌
泰
年
間
（
八
九
八
〜
九
〇
一
）
に
成
っ
た
『
新
撰
字
鏡
』
は

「
模
。
莫
奴
反
。
法
也
。
繡
也
。
摹
字
。
規
也
。
形
也
。
掩
也
。
取
象
也
。
加

太
木
」
と
し（

（4
（

、「
模
」
を
ま
ず
は
「
法
」
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

　
『
新
撰
字
鏡
』
末
尾
の
「
取
象
也
。
加
太
木
」
に
関
し
て
は
『
和
名
類
聚
抄
』

「
裁
縫
具
」
も
「
模
」
を
「
法
也
、形
也
」
と
し
た
上
で
割
注
に
「
俗
語
加
太
岐
」

と
記
し（

（4
（

、「
模
」
は
「
カ
タ
キ
」
す
な
わ
ち
「
形
木
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
大
屋
徳
城
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、こ
う
し
た「
形

木
」
と
し
て
の
「
模
」
が
、
経
典
の
摺
写
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

し
か
し
一
方
で
、「
模
」
の
「
法
」
と
し
て
の
性
格
が
、
経
典
を
写
す
際
に
重

要
な
意
味
を
持
つ
可
能
性
の
高
い
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

中
国
の
南
北
朝
末
以
降
編
纂
の
史
書
を
見
る
と
「
模
写
」
の
対
象
は
宮
殿
や

都
市
の
プ
ラ
ン
、
特
定
の
人
物
の
書
、
そ
し
て
皇
帝
の
容
貌
ま
で
多
岐
に
渡
っ

て
お
り（

（4
（

、
次
節
で
見
る
よ
う
に
中
国
撰
述
仏
典
の
内
部
で
は
む
し
ろ
経
典
を
対
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象
と
す
る
例
は
無
い
。「
模
写
」
が
専
ら
願
文
や
表
白
に
お
い
て
仏
教
経
典
を

対
象
に
行
わ
れ
た
事
は
、
中
世
日
本
独
自
の
展
開
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
摹
写
」
の
早
い
例
で
あ
る
『
後
漢
書
』
は
平
安
時
代
に
お
い
て
『
史
記
』『
漢

書
』
と
共
に
「
三
史
」
と
し
て
大
学
寮
の
教
科
書
に
定
め
ら
れ
、
菅
原
道
真
に

よ
る
講
説
な
ど
も
な
さ
れ
て
い
た（

（4
（

。
平
安
・
鎌
倉
期
に
「
模
写
」
が
専
ら
経
典

を
対
象
に
用
い
ら
れ
る
背
景
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、平
安
時
代
に
お
け
る『
後

漢
書
』
受
容
か
ら
派
生
し
た
可
能
性
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
よ
り
広
く
中
国
側
お
よ

び
日
本
側
の
史
料
を
捜
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
「
形
木
」
と
し
て
の
「
模
」
は
、
印
仏
や
摺
仏
と
も
深
く
関
連
す
る
。

成
尋
の
『
参
天
台
五
台
山
記
』
熙
寧
六
年
（
一
〇
七
三
）
正
月
二
十
五
日
条
に

は
、
洛
陽
伝
法
院
よ
り
五
百
羅
漢
の
「
模
印
」
を
借
り
出
し
て
「
摺
取
」
し
、

同
正
月
二
十
八
日
条
に
も
達
磨
・
六
祖
の
「
模
」
を
借
り
出
し
て
「
摺
取
」
し

た
旨
が
記
さ
れ
る（

（4
（

。
こ
の
成
尋
の
行
為
は
、
図
像
を
写
し
取
り
、
本
国
に
送
る

な
ど
し
て
伝
え
る
と
い
う
伝
播
の
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
次
に
見
る
『
阿
裟
縛
抄
』
の
記
述
な
ど
か
ら
は
、
仏
の
形
を
印

捺
す
る
行
為
は
、
仏
の
感
応
を
引
き
起
こ
す
呪
術
的
な
行
法
と
し
て
も
理
解
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

承
澄
（
一
二
〇
五
〜
一
二
八
二
）
撰
の
『
阿
裟
縛
抄
』
巻
百
七
十
八
「
印
仏

作
法
」
は
、「
形
木
を
以
て
紙
の
ご
と
き
の
上
に
之
を
摺
る
。
香
煙
に
印
ず
る

が
ご
と
し
。
流
水
上
に
印
ず
る
が
ご
と
し
。
浄
砂
上
に
印
ず
る
が
如
し
。
虚
空

に
印
ず
る
が
如
し
」
と
記
し
た
後
、「
右
手
に
模
印
仏
を
取
る
」
と
記
し
、
こ

こ
で
は
「
形
木
」
と
「
模
印
」
が
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
印
仏
の
摺
写
が
香
煙

や
流
水
上
、
浄
砂
上
あ
る
い
は
虚
空
に
印
ず
る
が
如
し
、
と
い
う
の
は
、
遼
・

清
寧
初
年
（
一
〇
五
五
）
の
非
濁
の
佚
書
『
新
編
随
願
往
生
集
』
を
引
く
真
福

寺
本
『
往
生
極
楽
伝
』
お
よ
び
金
沢
文
庫
本
『
漢
家
類
聚
往
生
伝
』
所
載
の
道

鏡
と
い
う
僧
の
伝
に
あ
る
、印
仏
（「
模
」（『
往
生
極
楽
伝
』、「
仏
之
御
形
」『
漢

家
類
聚
往
生
伝
』）
を
彫
っ
て
香
煙
に
向
か
っ
て
印
ず
る
修
法
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る（

（4
（

。『
漢
家
類
聚
往
生
伝
』
に
よ
る
と
、
香
煙
に
向
か
っ
て
一
万
億
回
印

仏
し
た
と
こ
ろ
「
幻
の
如
く
化
の
如
く
」
香
煙
中
に
「
化
仏
が
見
」
え
、
五
万

億
回
印
仏
す
る
と
「
粗
く
色
相
が
見
」
え
、
六
万
億
回
で
「
身
相
が
頗
る
明
る

く
見
」
え
、
八
万
億
回
で
「
微
咲
し
語
言
」
し
、
十
万
億
回
に
達
す
る
と
阿
弥

陀
仏
に
極
楽
浄
土
往
生
を
告
げ
ら
れ
た
と
い
う（

（5
（

。
ま
た
『
漢
家
類
聚
往
生
伝
』

の
道
鏡
伝
に
続
く
道
法
伝
に
は
、「
谷
水
」
に
向
か
っ
て
「
阿
弥
陀
仏
を
印
し
奉
」

る
と
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
徐
々
に
阿
弥
陀
仏
が
見
え
往
生
が
約
束
さ
れ
る
、

と
い
う
内
容
が
載
る（

（5
（

。
こ
う
し
た
印
仏
作
法
は
、「
形
木
」
や
「
模
」
の
使
用

す
な
わ
ち
印
捺
の
行
為
に
よ
っ
て
、
仏
の
感
応
が
得
ら
れ
る
と
い
う
性
質
の
行

法
で
あ
る（

（5
（

。

　

ま
た
仏
菩
薩
の
「
模
」
あ
る
い
は
「
模
写
」
へ
の
感
応
と
い
う
点
で
見
逃
せ

な
い
の
が
、
常
謹
撰
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』（
北
宋
・
端
拱
二
年
〈
九
八
九
〉）

所
収
の
諸
説
話
と
、
そ
の
中
世
日
本
に
お
け
る
受
容
で
あ
る
。『
地
蔵
菩
薩
応

験
記
』
所
載
の
全
三
十
二
話
の
う
ち
「
摸
写
」
や
「
模
写
」、「
模
」
が
使
わ
れ

て
い
る
の
は
「
梁
朝
善
寂
寺
画
地
蔵
放
光
記
第
一
」「
京
師
人
僧
俊
地
蔵
感
応
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9

「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

記
第
五
」「
空
観
寺
僧
定
法
摸
写
地
蔵
感
応
記
第
六
」「
開
善
寺
地
蔵
救
地
獄
衆

生
感
応
記
第
八
」「
陳
都
陳
氏
女
為
救
母
造
地
蔵
像
感
通
記
第
十
二
」「
千
福
寺

地
蔵
形
像
感
通
記
第
廿
五
」「
清
泰
寺
沙
門
智
祐
感
地
蔵
応
化
記
第
廿
九
」
の

七
話
で
あ
る（

（5
（

。
こ
の
う
ち
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
第
一
話
で
あ
る
。
こ
の
説
話

は
、
漢
州
徳
陽
県
（
現
四
川
省
徳
陽
市
）
善
寂
寺
の
、
張
僧
繇
に
よ
っ
て
描
か

れ
た
地
蔵
・
観
音
菩
薩
像
が
「
異
光
」
を
放
ち
、
人
々
が
こ
れ
を
「
摸
写
」
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
海
難
を
逃
れ
、
あ
る
い
は
難
産
が
上
手
く
い
き
、
ま
た
則
天

武
后
が「
摸
写
」を
命
じ
内
道
場
で
供
養
が
行
わ
れ
た
結
果
国
家
が
安
泰
と
な
っ

た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る（

（5
（

。
地
蔵
菩
薩
と
観
音
菩
薩
を
合
わ
せ
た
像
は
放
光
菩

薩
と
呼
ば
れ
、
こ
の
説
話
は
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
成
立
の
『
行
林
抄
』
第

四
十
八
「
放
光
菩
薩
（
（5
（

」
お
よ
び
『
阿
裟
縛
抄
』
巻
百
十
三
「
放
光
」
に
「
放
光

菩
薩
記
云
」
と
し
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
他
に
も
、
佐
々
木

守
俊
氏
が
概
観
す
る
よ
う
に
『
地
蔵
菩
薩
像
応
験
記
』
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る

広
汎
な
受
容
は
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り（

（5
（

、
十
一
世
紀
以
降
の
日
本
に
お
け
る

貴
族
を
中
心
と
し
た
放
光
菩
薩
信
仰
の
存
在
を
踏
ま
え
る
と（

（5
（

、「
摸
写
」
と
そ

の
感
応
と
し
て
の
「
放
光
」
と
い
う
論
理
を
含
む
こ
の
説
話
が
、「
摸
写
」
と

い
う
語
を
残
し
て
流
伝
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
う
る
。

　

さ
ら
に
佐
々
木
守
俊
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
の
第

五
話
と
第
六
話
を
採
る
鎌
倉
期
の
『
漢
家
類
聚
往
生
伝
』
と
『
地
蔵
菩
薩
応
験

記
絵
詞
』
で
は
、「
摸
写
」
お
よ
び
「
模
」
が
明
確
に
摺
写
を
指
す
よ
う
に
な
っ

て
い
る（

（5
（

。
特
に
第
六
話
「
空
観
寺
僧
定
法
摸
写
地
蔵
感
応
記
」
は
「
摸
写
」
さ

れ
た
像
の
「
等
身
彫
像
」
へ
の
納
入
の
例
で
あ
り
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
彫
像
へ

の
印
仏
・
摺
仏
の
納
入
の
盛
行
に
関
連
す
る
可
能
性
が
高
い
。
中
世
日
本
に
お

け
る
印
仏
・
摺
仏
の
像
内
納
入
の
具
体
的
事
例
や
そ
の
意
義
に
関
し
て
は
内
田

啓
一
氏
の
諸
論
考
に
詳
し
い
が（

（6
（

、
二
〇
一
二
年
に
静
岡
・
岩
水
寺
地
蔵
菩
薩
立

像
（
図
4
）
の
像
内
か
ら
見
い
だ
さ
れ
た
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
の
慈
含
に

よ
る
願
文
に
「
千
体
之
像
を
摸
写
し
、
千
門
之
内
に
安
置
す
」
と
あ
る
こ
と
は

注
目
に
値
す
る（

（6
（

。
岩
水
寺
像
は
そ
の
像
内
文
書
か
ら
、
も
と
六
波
羅
蜜
寺
で
運

慶
の
高
弟
で
あ
る
運
覚
に
よ
り
造
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
裸
形
着
装
像
で
あ
り
、
歯

を
水
晶
で
造
る
な
ど
所
謂
「
生
身
性
」
が
高
い
（
（6
（

。
な
お
か
つ
、
像
納
入
の
建
保

五
年
付
け
慈
含
願
文
に
は
「
五
境
之
良
薬
」
等
と
、
清
凉
寺
や
寂
光
院
、
ケ
ル

ン
東
洋
美
術
館
蔵
の
地
蔵
菩
薩
像
納
入
の
願
文
と
共
通
す
る
構
文
を
持
ち
、
奧 図４：岩水寺（静岡） 地蔵菩薩立像
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健
夫
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
種
の
願
文
は
源
信
に
淵
源
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
（
（6
（

。
こ
の
よ
う
に
慈
含
は
比
叡
山
に
関
連
す
る
高
い
学
識
を
有
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
鑑
み
る
と
、
岩
水
寺
像
造
立
に
あ
た
っ
て
の
千
体
の
「
摸

写
」
は
、『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
の
「
摸
写
」
説
話
を
ふ
ま
え
た
菩
薩
の
感
応

を
引
き
起
こ
す
た
め
の
印
仏
の
頒
布
で
あ
っ
た
と
考
え
う
る
。

　

こ
こ
ま
で
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
模
写
」
や
「
模
」
の
用
法
と
そ
の
背
景
に

あ
る
思
想
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
し
か
し
冒
頭
に
も
述
べ
た
通
り
こ
れ
ら
は
あ

く
ま
で
平
面
的
な
像
を
写
す
、
あ
る
い
は
用
い
る
こ
と
を
指
し
、
西
大
寺
釈
迦

如
来
立
像
や
叡
尊
坐
像
の
「
模
写
」
に
直
接
的
に
は
繋
が
ら
な
い
。
そ
こ
で
次

節
で
は
、
中
国
撰
述
仏
典
に
お
け
る
「
模
写
」
の
用
法
を
見
て
い
き
た
い
。

四
．
中
国
撰
述
仏
典
に
お
け
る
「
模
写
」

　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』（
以
下
、
大
正
蔵
）
に
載
る
漢
訳
仏
典
の
う
ち
、
十
四

世
紀
以
降
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
お
よ
び
日
本
撰
述
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
除
い

た
「
模
写
」（「
摸
写
」「
摹
写
」）
の
用
例
を
〈
表
2
〉
に
掲
げ
た
。

　

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
法
顕
伝
』
の
那
竭
国
（
ナ
ガ
ラ
ハ
ー
ラ
）
の
留

影
像
に
関
す
る
記
述
が
最
初
に
来
る
こ
と
で
あ
る
。『
法
顕
伝
』
同
部
分
の
、

離
れ
て
見
る
と
仏
の
形
が
見
え
る
が
、
近
づ
く
と
髣
髴
と
し
て
よ
く
見
え
な
く

な
る
、
と
い
う
話
は
有
名
だ
が
、
そ
の
後
の
部
分
に
、
諸
方
の
国
王
が
「
工
画

師
」
を
遣
わ
し
て
「
摹
写
」
し
よ
う
と
し
た
が
「
及
ぶ
に
能
う
こ
と
莫
し
」
と

史料名 撰著者 年代 巻 項目 話題 「瑞像」 原像の形態 写像の形態 大正蔵 巻、頁
高僧法顕伝 法顕 東晋 － － 那竭国（ナガラハーラ）の留影像 「影」 絵画→不能 51、859
洛陽伽藍記 楊衒之 東魏 4 法雲寺（摩羅伝） 洛陽法雲寺の釈迦像 「真容」 ？ 51、1015

洛陽伽藍記 楊衒之 東魏 5 凝玄寺（宋雲行紀） 乾陀羅城（ガンダーラ）の雀離塔
釈迦四塔

塔
諸塔

「儀」（銅製）
「変」（銅製）51、1021

弁正論 法琳 唐 6 内建造像塔 楊州（金陵）長干寺の阿育王像 ○ 彫刻 絵画 52、530
続高僧伝 道宣 唐 10 慧最伝 吉州（廬陵）発蒙寺の阿育王像 ○ 彫刻 ？ 50、507
続高僧伝 道宣 唐 12 慧海伝 江都安楽寺の無量寿像 絵画 絵画 50、515

続高僧伝 道宣 唐 25 慧達伝 涼州番禾県の瑞像 ○ 彫刻 絵画 50、
644-645

続高僧伝 道宣 唐 29 住力伝 楊州長楽寺の優填王像 ○ 彫刻 彫刻 50、695
釋迦方志 道宣 唐 下 通局篇 涼州番禾県の瑞像 彫刻 絵画 51、972
広弘明集 道宣 唐 13 内建造像塔 楊州（金陵）長干寺の阿育王像 ○ 彫刻 絵画 52、181
広弘明集 道宣 唐 14 弁惑篇 ［造像に関する一般論］ 彫刻、絵画 彫刻、絵画 52、190
広弘明集 道宣 唐 15 仏徳篇 荊州大明寺の優填王像 彫刻 ？ 52、202
集神州三宝感通録 道宣 唐 中 － 楊州（金陵）長干寺の阿育王像 彫刻 ？ 52、414

法苑珠林 道世 唐 13 感応縁 楊州（金陵）長干寺の阿育王像 彫刻 絵画 53、
383-384

法苑珠林 道世 唐 15 感応縁 江都安楽寺の無量寿像 絵画 絵画 53、401
法苑珠林 道世 唐 33 感応縁 楊州長楽寺の優填王像 ○ 彫刻 彫刻 53、545
法苑珠林 道世 唐 36 音楽部 天歌（梵唄） － － 53、577
法苑珠林 道世 唐 55 感応縁 ［造像に関する一般論］ 彫刻、絵画 彫刻、絵画 53、702
諸経要集 道世 唐 4 歎徳縁 天歌（梵唄） － － 54、33
一切経音義 慧琳 唐 81 音集神州三宝感通伝 ［語義］ － － 54、830
続集古今仏道論衡 智昇 唐 － 西域天竺事 洛陽白馬寺の優填王像 彫刻 絵画 52、397

弘賛法華伝 恵詳 唐 1 西域鷲峯山説此経像 擬摩掲陀國鷲峯山説法花経金像
（玄奘請来） 彫刻 ？ 51、12

弘賛法華伝 恵詳 唐 1 宋崇憲路昭太后伝 法身の普賢菩薩像 夢 彫刻 51、14
慈悲水懺法 － 唐 中 － 婬態 － － 45、974
大宋僧史略 賛寧 北宋 中 讃唄之由 天歌（梵唄） － － 54、242

宋高僧伝 賛寧 北宋 26 慧雲伝 水影中の弥勒像
于闐国の天王像（車道政の事蹟）

水影
「様」

彫刻
絵画 50、874

宋高僧伝 賛寧 北宋 27 惟則伝 阿育王塔 塔 膠型 50、880
宋高僧伝 賛寧 北宋 30 無作伝 無作の筆跡 書 書 50、894

三宝感応要略録 非濁 遼 上 － 江都安楽寺の無量寿像 絵画 絵画 51、
830-831

三宝感応要略録 非濁 遼 下 － 益州善寂寺の観音、地蔵像 絵画 絵画 51、
853-854

表2：『大正新修大蔵経』所収中国撰述経典（13世紀以前）中の「模写」「摸写」
＊ �SAT 大正新修大蔵経データベース <https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/satdb2015.php> で「模写」および「摸写」で検索を行い、14世紀以降

の撰述になる経典および日本撰述経典を除いた。
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「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

記
さ
れ
る（

（6
（

。『
法
顕
伝
』
は
先
引
の
『
後
漢
書
』
列
伝
と
同
じ
四
世
紀
前
半
の

成
立
で
あ
り
、「
工
画
師
」
の
派
遣
と
い
う
記
述
を
ふ
ま
え
れ
ば
、『
後
漢
書
』

蔡
邕
伝
と
同
様
に
摺
模
や
拓
本
の
よ
う
な
技
法
が
意
識
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。
な
お
北
斉
の
魏
収
が
編
ん
だ
『
魏
書
』
釈
老
志
の
大
安
初
年
条
に
も
、

こ
の
『
法
顕
伝
』
の
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
仏
影
「
摹
写
」
の
話
が
載

る
（
（6
（

。
そ
し
て
こ
れ
に
続
く
の
が
、『
洛
陽
伽
藍
記
』
所
引
『
宋
雲
行
紀
』
の
宋

雲
の
乾
陀
羅
城
（
ガ
ン
ダ
ー
ラ
）
で
の
事
蹟
と
、烏
場
国
（
ウ
ッ
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
）

出
身
の
僧
・
摩
羅
が
造
営
し
た
法
雲
寺
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
宋
雲
は
仏
塔

を
「
摹
写
」
し
て
銅
製
の
「
儀
」（
小
さ
な
模
型
か
）
や
「
変
」（
絵
画
あ
る
い

は
小
さ
な
模
型
か
（
（6
（

）
を
造
ら
せ
て
お
り
、
摩
羅
が
造
っ
た
法
雲
寺
の
像
は
鹿
野

園
（
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
）
の
「
真
容
」
を
「
摹
写
」
し
た
よ
う
だ
と
形
容
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
に
お
け
る
釈
迦
の
遺
蹟
や
姿
に
対
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
「
模
写
」
で
は
な
い
も
の
の
、
僧
祐
（
四
三
五
〜
五
一
八
）
の
『
弘
明

集
』
に
引
か
れ
る
東
晋
の
習
鑿
歯
「
与
道
安
書
」
に
は
、
東
晋
の
明
帝
が
「
如

来
之
容
」
を
「
手
画
」
し
た
と
さ
れ
、
割
注
に
は
庾
闡
「
楽
賢
堂
頌
序
」
の
云

と
し
て
、
明
帝
は
普
段
か
ら
仏
道
を
好
み
「
手
で
霊
像
を
摹
」
し
た
と
記
さ
れ

る
（
（6
（

。
こ
こ
で
は
「
摹
」
が
「
画
」
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
続
く
の
は
唐
代
の
論
や
伝
で
あ
る
。
法
琳
（
五
七
二
〜
六
四
〇
）
の

『
弁
正
論
』
を
は
じ
め
と
し
て
道
宣
（
五
九
六
〜
六
六
七
）
や
そ
の
西
明
寺
に

お
け
る
同
僚
で
あ
る
道
世
の
撰
著
作
の
数
が
最
も
多
く
、そ
の
多
く
は
「
瑞
像
」

と
呼
ば
れ
る
霊
験
を
引
き
起
こ
し
た
像
を
話
題
に
し
て
い
る（

（6
（

。
す
な
わ
ち
金
陵

長
干
寺
の
阿
育
王
像
（
（6
（

や
涼
州
番
禾
県
の
瑞
像
（
（7
（

、
廬
陵
発
蒙
寺
の
阿
育
王
像
、
江

都
安
楽
寺
の
無
量
寿
像
、
荊
州
大
明
寺
の
優
填
王
像
（
（7
（

、
そ
し
て
楊
州
長
楽
寺
の

優
填
王
像
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
唐
代
に
開
元
寺
と
改
名
し
た
楊
州
長
楽
寺

の
優
填
王
像
が
、
北
宋
初
期
に
汴
京
（
現
・
開
封
）
の
啓
聖
禅
院
に
持
ち
込
ま

れ
（
（7
（

、
直
後
に
入
宋
し
た
奝
然
に
よ
っ
て
台
州
に
て
「
様
に
依
っ
て
彫
鎪
」
さ

れ
（
（7
（

、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
最
終
的
に
清
凉
寺
に
安
置
さ
れ
る
に
到
っ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

（7
（

。

　

こ
れ
ら
唐
代
の
例
に
お
け
る
「
模
写
」
は
、
原
像
の
形
態
は
様
々
だ
が
写
像

は
概
ね
絵
画
で
あ
る
。
法
琳
の
『
弁
正
論
』
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
を
窺

わ
せ
る
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

楊
州
長
干
寺
有
育
王
像
。
人
欲
模
写

0

0

。
寺
僧
恐
損
金
色
不
許

0

0

0

0

0

0

0

0

。
造
像
主
乃

至
心
発
願
。
若
精
誠
有
感
。
乞
像
転
身
西
向
。
於
是
瑣
閉
高
閣
。
明
旦
開

視
。
像
身
宛
已
西
向
。
遂
許
図
之

0

0

0

0

。

　
　

�〔
楊
州
長
干
寺
に
育
王
像
有
り
。
人
模
写

0

0

せ
ん
と
欲
す
。
寺
僧
金
色
を
損

0

0

0

0

0

0

ず
を
恐
れ
て
許
さ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

。
造
像
主
乃
ち
至
心
に
発
願
す
。
精
誠
に
若
び
感
有

り
。
像
に
身
を
転
じ
西
を
向
か
ん
こ
と
を
乞
う
。
是
に
於
い
て
高
閣
瑣
閉

す
。
明
旦
視
を
開
く
に
。
像
身
を
宛
げ
て
已
に
西
を
向
く
。
遂
に
之
を
図

0

0

0

0

0

す
を
許
す

0

0

0

0

。〕

�

〈
傍
点
筆
者
〉

　

こ
こ
で
は
あ
る
人
が
長
干
寺
の
阿
育
王
像
を
「
模
写
」
を
し
よ
う
と
し
た
際
、
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寺
僧
は
「
金
色
を
損
ず
を
恐
れ
」
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
最
終
的
に
は
仏
の

感
応
に
よ
っ
て
像
が
自
ら
西
を
向
く
奇
瑞
が
発
生
し
、「
図
」
す
こ
と
を
許
さ

れ
て
い
る
が
、
当
初
寺
僧
が
危
惧
し
た
の
は
搨
模
や
拓
本
の
よ
う
な
接
触
的
手

法
を
使
う
「
模
写
」
に
よ
り
、
像
の
金
色
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た

か
。

　

こ
う
し
た
平
面
的
な
写
像
を
生
み
出
す
「
模
写
」
が
多
い
な
か
で
、
唯
一
彫

刻
か
ら
彫
刻
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
例
が
、『
続
高
僧
伝
』
お
よ
び
『
法
苑
珠
林
』

の
住
力
伝
に
述
べ
ら
れ
る
楊
州
長
楽
寺
の
優
填
王
像
の
話
で
あ
る
。『
続
高
僧

伝
』
に
依
っ
て
像
と
「
模
写
」
に
関
す
る
部
分
の
内
容
を
簡
述
す
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る（

（7
（

。

　
　

�

丹
陽
（
現
江
蘇
省
鎮
江
市
南
部
）
の
龍
光
寺
に
は
、
梁
の
武
帝
が
得
た
優

填
王
像
が
あ
っ
た
。
陳
が
隋
に
滅
ぼ
さ
れ
た
際
、
龍
光
寺
は
焚
毀
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
住
力
は
優
填
王
像
を
東
晋
の
王
謐
が
得
た
定
光
像
と
共
に
楊

州
の
長
楽
寺
に
奉
接
し
、
高
閣
を
修
造
し
て
安
置
し
た
。
隋
の
大
業
十
年

（
六
一
四
）、
住
力
は
身
資
を
つ
く
し
て
栴
檀
香
木
で
瑞
像
な
ら
び
に
二
菩

薩
を
「
模
写
」
し
同
じ
閣
内
に
安
置
し
た
。

　

こ
こ
で
は
「
栴
檀
香
木
」
を
材
料
と
し
原
像
と
同
じ
高
閣
に
安
置
し
た
、
と

あ
る
の
で
、
写
像
も
彫
像
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
道
宣
の
『
広
弘
明
集
』
弁
惑
篇
に
は
、
こ
れ
ら
の
「
模
写
」
を
総
括
す

る
よ
う
な
造
像
一
般
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

傅
又
云
。
西
域
胡
人
因
埿
而
生
。
是
以
便
事
埿
瓦
。
此
又
未
思
之
言
也
。

夫
崇
立
霊
像
摸
写

0

0

尊
形
。
所
用
多
塗
。
非
獨
泥
瓦
。
或
彫
或
鋳
。
則
以
鉄

木
金
銅
。
図
之
繍
之
。
亦
在
丹
青
縑
素
。（
後
略
（
（7
（

）

　
　

�〔
現
代
語
訳
：
傅
奕
は
ま
た
言
う
。
西
域
の
胡
人
は
泥
か
ら
生
ま
れ
、
そ

の
た
め
に
泥
・
瓦
を
よ
く
用
い
る
の
で
あ
る
と
。
こ
れ
も
ま
た
考
え
の
浅

い
言
葉
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
霊
像
を
崇
立
し
、尊
形
を
模
写
す
る
こ
と
は
、

多
く
の
材
料
で
も
っ
て
行
わ
れ
、
た
だ
泥
・
瓦
の
み
で
は
な
い
。
彫
刻
や

鋳
造
で
行
う
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
鉄
・
木
・
金
銅
を
用
い
る
。
ま
た

描
き
、
あ
る
い
は
縫
う
場
合
が
あ
り
、
丹
・
青
・
白
絹
と
い
っ
た
材
料
が

あ
る
。（
後
略
）〕

�

〈
傍
点
お
よ
び
（　

）
内
筆
者
〉

　

こ
れ
は
傅
奕
（
五
五
五
〜
六
三
九
）
の
廃
仏
論
に
対
す
る
道
宣
の
反
論
で
あ

る
。
右
掲
の
部
分
で
は
「
霊
像
」
を
立
て
尊
形
を
「
摸
写
」
す
る
こ
と
の
具
体

的
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
摸
写
」
に
関
し
て
多
く
の
材
料
や
方
法
が
あ
る

と
さ
れ
る
こ
と
は
、〈
表
2
〉
に
示
し
た
事
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
「
霊
像
」
は
、

早
い
例
で
は
、
先
述
の
僧
祐
『
弘
明
集
』
所
引
「
与
道
安
書
」
割
注
に
見
ら
れ

る
が
、
多
く
使
わ
れ
る
の
は
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
に
「
霊
像
垂
降
篇
」
が

あ
る
よ
う
に
、
道
宣
の
著
作
に
お
い
て
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
道
世
の
『
法
苑
珠

林
』
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
に
、『
法
顕
伝
』
か
ら
唐
代
ま
で
の
仏
教
経
典
に
お
け
る
「
模
写
」
を

概
観
し
て
き
た
が
、
西
大
寺
釈
迦
如
来
像
の
造
像
に
お
け
る
「
模
写
」
を
考
え

る
上
で
は
、こ
れ
ら
の
叡
尊
ら
の
受
容
可
能
性
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

ま
ず
最
も
多
く
の
「
模
写
」
事
例
を
載
せ
る
『
法
苑
珠
林
』
は
、
そ
の
書
名
を

引
く
日
本
撰
述
仏
典
を
調
べ
る
と
静
然
や
珍
海
、
宗
性
や
凝
然
の
著
作
に
現
れ

る
が
、
そ
の
数
は
少
な
い
〈
表
3
〉。
ま
た
『
法
苑
珠
林
』
は
か
つ
て
『
今
昔

物
語
集
』
震
旦
部
の
有
力
な
典
拠
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
否
定
さ
れ
る

向
き
が
強
く
、
抄
本
の
よ
う
な
形
で
流
布
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る（

（7
（

。
次
に
事
例
の
多
い
『
続
高
僧
伝
』
は
、

そ
の
書
名
を
引
く
も
の
だ
け
で
も
十
二
世
紀
以
降
は
か
な
り
多
く
〈
表
4
〉、

近
年
高
麗
蔵
系
と
は
異
な
る
内
容
を
含
む
事
で
注
目
を
集
め
て
い
る
一
二
、
一

三
世
紀
の
複
数
の
日
本
古
写
経
の
存
在
を
ふ
ま
え
て
も（

（7
（

、
こ
の
時
期
に
は
広
く

流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
〈
表
2
〉
に
掲
げ
た
道
宣
の
著
作
は
い

ず
れ
も
『
開
元
釈
教
録
』
お
よ
び
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
に
載
っ
て
い
る
た

め
、
重
源
が
上
醍
醐
に
寄
進
し
た
宋
版
一
切
経
を
は
じ
め（

（7
（

、
諸
々
の
一
切
経
か

ら
参
照
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
叡
尊
教
団
内
部
で
も
、
西
大
寺
釈
迦
如
来

像
造
像
の
後
に
は
な
る
が
、
定
舜
の
一
切
経
請
来
や
忍
性
の
一
切
経
開
版
、
和

泉
久
米
田
寺
の
顕
尊
の
一
切
経
開
版
な
ど
、
宋
版
一
切
経
の
請
来
と
開
版
は
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る（

（8
（

。

　
『
続
高
僧
伝
』
住
力
伝
は
、
寺
の
江
南
へ
の
強
制
移
転
に
対
す
る
住
力
の
焼

身
自
殺
で
終
わ
る
が
、
そ
の
際
、
像
（
原
像
か
写
像
か
は
記
さ
れ
な
い
）
は
七

回
右
遶
し
て
飛
び
去
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
あ
る
種
の
霊
験
像
の
感
応
は
、

〈
表
1
〉
に
掲
載
し
た
多
く
の
「
瑞
像
」
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
西
大

寺
釈
迦
如
来
立
像
の
造
立
願
文
に
お
い
て
「
模
写
」
が
使
わ
れ
て
い
る
背
景
に

は
、直
接
的
に
は
『
続
高
僧
伝
』
住
力
伝
の
参
照
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
以
外
を
参
照
し
て
い
た
場
合
で
も
、「
模
写
」
は
霊
験
を
引
き
起
こ
す
「
瑞

像
」
を
写
す
と
い
う
意
識
下
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

五
．『
四
分
律
行
事
鈔
』
に
示
さ
れ
る
「
法
身
の
儀
則
」

　

さ
ら
に
、
楊
州
長
楽
寺
の
優
填
王
像
に
関
す
る
記
述
が
道
宣
の
『
四
分
律
刪

繁
補
闕
行
事
鈔
』（
以
下
『
四
分
律
行
事
鈔
』）
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
叡
尊
ら

と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
。『
四
分
律
行
事
鈔
』
の
「
僧
像
致
敬

篇
第
二
十
二
」
に
付
さ
れ
る
「
造
仏
像
塔
寺
法
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る（

（8
（

。

史料名 撰述者 成立年代
霊巌寺和尚請来
法門道具等目錄 円行 承和 6 年（839）

悉曇要訣 明覚 11 世紀後半
東域伝燈目録 永超 寛治 8 年（1094）
行林抄 静然 仁平 4 年（1154）
三論名教抄 珍海 12 世紀前半
倶舍論本義抄 宗性 建久～観応年間（1190 ～ 1351）
五教章通路記 凝然 上巻 1300 年、下巻 1311 年
梵網戒本疏日珠鈔 凝然 文保 2 年（1318）
菩薩戒綱要鈔 － 14 世紀以降

表3：�『法苑珠林』の書名を引く大正蔵所収日本撰
述経典（14c 以前）

史料名 撰述者 成立年代
中論疏記 安澄  延暦 20 ～大同元年（801 ～ 806）
定宗論 蓮剛 －
教時諍 安然 9 ～ 10 世紀
三論名教抄 珍海 12 世紀前半
行林抄 静然 仁平 4 年（1154）
成唯識論本文抄 蔵俊か 12 世紀
選択伝弘決疑鈔 良忠 建長 6 年（1254）
観経疏伝通記 良忠 正嘉元年～ 2 年（1257 ～ 1258）
黒谷上人語燈録 源空 文永 11 ～ 12 年 (1274 ～ 1275)
五教章通路記 凝然 上巻 1300 年、下巻 1311 年
菩薩戒問答洞義鈔 英心 延慶元年（1308）
華厳演義鈔纂釈 湛叡 正和 2 ～元亨 4 年（1313 ～ 1324）
梵網戒本疏日珠鈔 凝然 文保 2 年（1318）

表4：�『続高僧伝』の書名を引く大正蔵所収日本撰
述経典（14c 以前）
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四
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五
号
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�

二
明
造
仏
像
塔
寺
法
。
初
明
造
経
像
法
意
者
。
如
来
出
世
有
二
益
。
一
為

現
在
生
身
説
法
。
二
未
来
経
像
流
布
。
令
諸
衆
生
於
弥
勒
仏
。
聞
法
悟
解

超
升
離
生
。
此
大
意
也
。
恐
後
生
造
像
無
所
表
彰
故
。
目
連
躬
将
匠
工
上

天
図
取
。
如
是
三
反
方
乃
近
真
。
至
于
下
天
此
像
垂
地
来
迎
。
世
尊
命
曰
。

汝
於
来
世
広
作
仏
事
。
因
垂
勅
云
。
我
滅
度
後
造
立
形
像
。
一
一
似
仏
使

見
者
得
法
身
儀
則
。
乃
至
幡
華
供
養
皆
於
来
世
得
念
仏
三
昧
具
諸
相
好
。

如
是
造
立
是
仏
像
体
〈
此
像
中
国
僧
将
来
漢
地
。
諸
国
不
許
各
愛
護
之
不

令
出
境
。
王
令
依
本
写
留
之
。
今
後
伝
者
乃
至
四
写
。
彼
本
今
在
楊
州
長

楽
寺
。
亦
云
龍
光
瑞
像
云
云
。〉

　
　

�〔
二
、
仏
像
塔
寺
を
造
る
法
を
明
か
す
。
初
に
、
経
像
を
造
る
法
を
明
す

意
は
、
如
来
の
出
世
に
は
二
益
あ
り
。
一
に
現
在
の
為
に
生
身
を
も
っ
て

法
を
説
き
、
二
に
未
来
に
経
像
を
流
布
し
て
諸
の
衆
生
を
し
て
弥
勒
仏
に

於
て
聞
法
悟
解
し
超
升
し
て
生
を
離
れ
し
む
。
此
れ
大
意
な
り
。
後
生
の

像
を
造
る
に
表
彰
す
る
所
無
き
を
恐
る
る
が
故
に
、
目
連
は
躬
ら
匠
工
を

将
い
て
天
に
上
り
図
し
取
り
、是
の
如
く
三
反
し
て
方
に
乃
ち
真
に
近
し
。

天
を
下
る
に
至
り
て
此
の
像
、
地
に
垂
ん
と
し
て
来
り
迎
へ
る
に
、
世
尊

命
じ
て
曰
く
、「
汝
、
来
世
に
於
て
広
く
仏
事
を
作
す
べ
し
」
と
。
因
り

て
勅
を
垂
れ
て
云
く
「
我
滅
度
の
後
に
形
像
を
造
立
せ
ん
に
、
一
一
に
仏

に
似
せ
、
見
る
者
を
し
て
法
身
の
儀
則
を
得
さ
し
め
よ
。
乃
至
幡
華
供
養

せ
ば
皆
来
世
に
於
て
念
仏
三
昧
を
得
て
諸
の
相
好
を
具
せ
ん
。
是
の
如
き

造
立
は
是
れ
仏
像
の
体
な
り
」。〈
此
の
像
、
中
国
僧
の
漢
地
に
将
来
せ
ん

と
す
る
に
、
諸
国
許
さ
ず
各
こ
れ
を
愛
護
し
出
境
せ
し
め
ず
。
王
本
に
依

り
こ
れ
を
写
し
留
む
。
今
後
に
伝
わ
る
者
は
乃
至
四
写
な
り
。
彼
の
本
は

今
の
楊
州
長
楽
寺
に
在
り
。
亦
は
龍
光
瑞
像
と
云
う
云
々
。〉

�

〈
傍
線
・
二
重
傍
線
筆
者
〉

　

二
重
傍
線
部
は
仏
勅
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、そ
こ
に
お
い
て
仏
（
釈
迦
）

は
、
仏
滅
後
に
釈
迦
像
を
造
る
場
合
に
は
一
つ
一
つ
の
相
を
仏
に
似
せ
、
見
る

者
に「
法
身
の
儀
則
」、す
な
わ
ち
法
身
の
法
則
あ
る
い
は
手
本
を
得
さ
し
め
よ
、

と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
幡
蓋
な
ど
で
供
養
す
れ
ば
、
来
世
で
の
念
仏
三
昧
を

経
て
成
仏
で
き
る
、
と
言
い
、
こ
う
し
た
造
像
こ
そ
が
正
し
い
方
法
で
あ
る
と

述
べ
る
。
注
目
す
べ
き
は
そ
の
直
後
に
付
さ
れ
た
割
注
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

今
に
伝
わ
る
そ
の
像
は
「
王
」
が
「
本
」
に
依
っ
て
写
し
た
も
の
が
、
さ
ら
に

合
計
四
回
の
写
し
を
経
た
も
の
だ
が
、そ
の
「
本
」
は
楊
州
長
楽
寺
に
あ
る
「
龍

光
瑞
像
」
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
正
し
い
釈
迦
像
と
は
楊
州
長
楽

寺
の
優
填
王
像
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
宣
の
認
識
が
、
晩
年
の

著
作
で
あ
る
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
や
『
律
僧
感
通
伝
』
で
は
荊
州
大
明
寺

の
優
填
王
像
こ
そ
正
統
と
の
意
識
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
稲
本
泰
生
氏
の
解

明
さ
れ
た
通
り
だ
が（

（8
（

、『
四
分
律
行
事
鈔
』は
律
宗
の
根
本
経
典
と
し
て
流
布
し
、

そ
の
文
脈
に
お
い
て
は
楊
州
長
楽
寺
の
「
龍
光
瑞
像
」
こ
そ
が
釈
迦
像
の
正
統

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
近
年
、
近
世
初
期
日
本
の
戒
律
復
興

に
お
い
て
、
京
都
・
西
明
寺
の
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
像
を
写
し
た
像
が
多
く
存

在
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が（

（8
（

、
こ
こ
に
も
『
四
分
律
行
事
鈔
』
の
影
響

美術45_01大沼陽太郎氏1C_四[1-26].indd   14美術45_01大沼陽太郎氏1C_四[1-26].indd   14 2024/03/05   9:52:092024/03/05   9:52:09



15

「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

が
想
定
さ
れ
よ
う
。
各
時
代
の
戒
律
復
興
、
あ
る
い
は
律
宗
の
文
脈
に
お
け
る

造
像
に
、
こ
の
『
四
分
律
行
事
鈔
』
の
規
定
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
再

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

叡
尊
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
は
自
誓
受
戒
を
行
う
前
年
の
嘉
禎
元
年
（
一
二

三
五
）
三
月
十
八
日
に
東
大
寺
戒
禅
院
に
お
い
て
初
め
て
『
四
分
律
行
事
鈔
』

の
第
一
巻
を
聴
聞
し
、
同
年
の
秋
に
は
全
巻
の
聴
聞
を
終
え
て
い
る
（『
感
身

学
正
記
』
嘉
禎
元
年
条
）。
こ
れ
は
真
言
の
行
者
が
「
多
く
魔
道
に
堕
在
す
」

と
し
て
戒
律
の
重
要
性
を
認
識
し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
り
（『
感
身
学
正
記
』

文
暦
一
年
条
）、
自
誓
受
戒
の
前
年
に
あ
た
る
。
こ
の
後
、『
感
身
学
正
記
』
や

『
関
東
往
還
記
』
に
は
、
叡
尊
が
西
大
寺
や
訪
れ
た
各
地
に
お
い
て
『
四
分
律

行
事
鈔
』
を
講
説
し
た
事
が
た
び
た
び
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
宝
治
二
年
（
一

二
四
八
）
に
は
、
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
か
ら
入
宋
し
て
い
た
定
舜
が
『
四

分
律
行
事
鈔
』『
四
分
律
羯
磨
経
疏
』『
四
分
律
含
注
戒
経
疏
』
か
ら
な
る
律
三

大
部
を
二
十
部
請
来
し
て
お
り
、諸
弟
子
に
配
分
さ
れ
て
い
る（『
感
身
学
正
記
』

寛
元
二
年
・
宝
治
二
年
条
）（

（8
（

。
な
お
こ
の
年
の
八
月
に
は
賢
任
が
西
大
寺
釈
迦

如
来
立
像
の
造
像
願
文
を
記
し
、
翌
年
の
三
月
か
ら
四
月
に
造
像
が
行
わ
れ
て

い
る
。
叡
尊
の
『
四
分
律
行
事
鈔
』
お
よ
び
律
三
大
部
を
広
め
ん
と
す
る
意
識

は
こ
の
一
事
か
ら
も
強
く
窺
え
る
。

　

た
だ
し
「
楊
州
長
楽
寺
」
あ
る
い
は
「
龍
光
瑞
像
」
が
、
清
凉
寺
像
の
原
像

に
あ
た
る
と
理
解
で
き
た
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
前

稿
で
述
べ
た
よ
う
に
賢
任
願
文
の
優
填
王
造
像
譚
は
『
仏
遊
天
竺
記
』
を
参
照

し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
そ
の
『
仏
遊
天
竺
記
』
佚
文
が
載
る
の
は
南
唐
の
楊
州

開
元
寺
僧
・
十
明
の
『
優
填
王
所
造
釈
迦
瑞
像
歴
記
』（
以
下
『
瑞
像
歴
記
』）

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
末
尾
に
は
同
書
を
奝
然
の
高
弟
・
盛
算
が
汴
京
で
写
し

た
際
の
記
が
あ
る
。
こ
う
し
た
情
報
か
ら
、『
四
分
律
行
事
鈔
』
に
載
る
長
楽

寺
像
を
清
凉
寺
像
の
原
像
と
考
え
る
こ
と
は
賢
任
や
叡
尊
に
と
っ
て
可
能
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
唐
招
提
寺
の
照
遠
が
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）

〜
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
に
記
し
た
『
資
行
鈔
』
は
十
明
の
『
瑞
像
歴
記
』

を
「
瑞
像
記
」
と
称
し
参
照
し
て
優
填
王
思
慕
像
の
来
歴
を
追
っ
て
お
り（

（8
（

、
永

和
四
年
（
一
三
七
八
）
の
『
西
琳
寺
流
記
』
に
も
清
凉
寺
像
の
原
像
が
も
と
長

楽
寺
に
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る（

（8
（

。こ
う
し
た
後
の
律
宗
内
部
で
の
十
明
の『
瑞

像
歴
記
』
の
受
容
か
ら
も
、
賢
任
・
叡
尊
の
『
瑞
像
歴
記
』
参
照
の
可
能
性
は

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
傍
線
部
の
、
目
連
が
工
匠
を
率
い
て
天
に
上
り
仏
像
を
造
っ
た
と
い
う

話
は
、
道
宣
の
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
巻
中
「
梁
荊
州
優
填
王
栴
檀
像
縁
二

十
八
」
お
よ
び
『
法
苑
珠
林
』、そ
し
て
『
仏
遊
天
竺
記
』
と
『
双
巻
優
填
王
経
』

佚
文
に
類
話
が
載
る
。
前
稿
に
お
い
て
は
、
賢
任
願
文
の
細
部
表
現
か
ら
、
こ

の
う
ち
の
『
仏
遊
天
竺
記
』
所
説
を
参
照
し
て
い
る
事
を
推
定
し
、
そ
の
背
景

と
し
て
『
仏
遊
天
竺
記
』
所
説
の
優
填
王
造
像
譚
で
は
像
が
釈
迦
に
摩
頂
・
授

記
さ
れ
、
一
千
年
後
の
東
土
の
衆
生
を
救
う
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
た
め
と

考
え
た（

（8
（

。
し
か
し
そ
の
選
択
の
前
段
階
と
し
て
、『
四
分
律
行
事
鈔
』
に
同
類

の
話
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
要
因
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
四
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分
律
行
事
鈔
』
に
は
続
け
て
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　

�
今
人
隨
情
而
造
各
生
奇
薄
。
不
追
本
実
競
封
世
染
。
所
以
中
国
伝
像
在
嶺

東
者
。
並
皆
風
骨
勁
壯
儀
肅
隆
重
。
毎
発
神
瑞
光
世
生
善
。〈
如
長
干
瑞

像
是
。
阿
育
王
第
四
女
作
脚
趺
銘
云
。
今
在
京
師
大
発
霊
相
。〉
逮
于
漢

世
彷
彿
入
真
。
流
之
晋
宋
頗
皆
近
実
。
並
由
敬
心
殷
重
意
存
景
仰
準
聖
模

様
。
故
所
造
霊
異
。

　
　

�〔
今
人
、
情
に
随
っ
て
造
り
て
各
奇
薄
を
生
じ
、
本
実
を
追
わ
ず
し
て
競
っ

て
世
染
に
封
ぜ
ら
る
。所
以
に
中
国
に
伝
わ
り
し
像
の
嶺
東
に
在
る
者
は
、

並
に
皆
風
骨
勁
壯
に
し
て
儀
肅
隆
重
、
毎
に
神
瑞
を
発
し
世
を
光
ら
し
善

を
生
ず
。〈
長
干
瑞
像
の
如
き
は
是
れ
、
阿
育
王
の
第
四
女
の
作
と
脚
趺

の
銘
に
云
う
。
今
京
師
に
在
り
て
大
い
に
霊
相
を
発
す
。〉
漢
の
世
に
逮

ん
で
彷
彿
と
し
て
真
に
入
り
、こ
れ
晋
宋
に
流
る
る
に
頗
る
皆
実
に
近
し
。

並
に
由
り
て
敬
心
殷
重
に
し
て
意
に
景
仰
を
存
し
、
聖
模
様
に
準
ず
。
故

に
造
る
所
霊
異
な
り
。〕

�

〈
傍
線
筆
者
〉

　

こ
こ
で
道
宣
は
ま
ず
、今
の
人
は
情
に
随
っ
て
仏
像
を
造
る
た
め
に
「
奇
薄
」

を
生
じ
、
本
実
を
追
わ
ず
世
の
穢
れ
に
染
ま
っ
て
い
る
と
す
る（

（8
（

。
そ
の
上
で
、

中
国
に
伝
わ
っ
て
嶺
（
パ
ミ
ー
ル
）
の
東
に
あ
る
像
は
立
派
で
、
事
々
に
「
神

瑞
」
を
発
し
世
を
照
ら
し
人
を
救
っ
て
い
る
と
し
、
例
と
し
て
金
陵
長
干
寺
か

ら
長
安
の
大
興
善
寺
に
移
さ
れ
た
阿
育
王
像
（
長
干
瑞
像
）
を
挙
げ
て
い
る
。

道
宣
は
そ
の
後
、
漢
代
に
真
の
仏
像
が
入
っ
て
来
、
東
晋
や
劉
宋
の
像
は
実
に

近
い
と
し
た
上
で
、深
く
仰
ぎ
敬
っ
て
「
聖
模
様
に
準
じ
て（

（8
（

」
像
を
造
れ
ば
「
霊

異
」
と
な
る
、
と
し
て
い
る
。
道
宣
に
お
け
る
「
模
様
」
の
問
題
は
後
考
を
期

し
た
い
が
、
こ
こ
で
も
「
模
」
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
霊
異
」、
す

な
わ
ち
不
思
議
な
霊
験
を
発
す
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る（

（9
（

。
こ
の
『
四
分
律
行

事
鈔
』
に
お
け
る
「
聖
模
様
」
に
準
じ
て
造
る
事
で
像
が
「
霊
異
」
と
な
る
と

い
う
考
え
方
は
、
龍
興
瑞
像
や
長
干
瑞
像
に
代
表
さ
れ
る
中
国
の
「
瑞
像
」
の

働
き
に
通
じ
る
。

　

日
本
で
は
、『
日
本
霊
異
記
』
や
『
扶
桑
略
記
』
に
こ
う
し
た
「
霊
異
」
を

な
す
仏
像
の
話
が
載
る
（
（9
（

。
ま
た
奧
健
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
平
安
後
期
以
降

で
は
因
幡
薬
師
や
善
光
寺
阿
弥
陀
に
こ
う
し
た
生
動
す
る
霊
異
譚
が
付
随
す
る

よ
う
に
な
り
、
清
凉
寺
像
に
つ
い
て
は
、『
宝
物
集
』
が
、
清
凉
寺
像
が
飛
行

し
天
竺
に
帰
っ
て
し
ま
う
と
い
う
風
聞
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
、
像
が
自
律
的
に

動
く
と
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た（

（9
（

。
因
幡
薬
師
や
善
光
寺
阿
弥
陀
、
そ

し
て
清
凉
寺
釈
迦
と
い
っ
た
在
世
の
釈
迦
と
関
係
を
有
す
る
と
喧
伝
さ
れ
た

「
生
身
の
仏
」
は
十
二
世
紀
以
降
鎌
倉
時
代
に
至
る
ま
で
、
生
動
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
霊
験
あ
ら
た
か
な
仏
像
と
し
て
の
価
値
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。

　

前
節
に
見
た
よ
う
に
、
ま
た
『
四
分
律
行
事
鈔
』
が
「
霊
異
」
を
重
視
す
る

よ
う
に
、
道
宣
の
著
作
に
お
い
て
「
瑞
像
」
あ
る
い
は
霊
験
仏
像
を
「
模
写
」

す
る
こ
と
で
写
さ
れ
る
べ
き
は
「
霊
異
」
で
あ
っ
た
。
叡
尊
ら
が
西
大
寺
釈
迦

の
造
像
行
為
を
「
模
写
」
と
表
現
す
る
の
は
、『
続
高
僧
伝
』
住
力
伝
な
ど
の
「
瑞

像
」「
模
写
」
譚
を
ふ
ま
え
て
、「
霊
異
」
を
な
し
う
る
像
を
造
り
出
す
た
め
で
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「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
第
三
節
に
み
た
よ
う
に
印
仏
の
行

為
に
よ
っ
て
「
霊
異
」
を
な
す
「
模
写
」
の
文
脈
と
も
重
な
る
。
ま
た
「
模
」

を
「
形
木
」
と
考
え
れ
ば
、
清
凉
寺
像
の
「
模
写
」
に
よ
る
西
大
寺
像
の
造
像

は
、
そ
こ
で
つ
く
ら
れ
た
「
形
木
」
を
も
と
に
、
さ
ら
に
「
霊
異
」
な
す
像
を

造
り
出
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
も
想
像
で
き
る
。

　

し
か
し
第
一
節
で
見
た
よ
う
に
、
西
大
寺
釈
迦
如
来
像
は
「
模
写
」
と
言
い

な
が
ら
、
そ
の
造
形
は
原
像
と
大
き
く
乖
離
す
る
。
こ
の
よ
う
な
乖
離
は
、
道

宣
の
霊
験
仏
像
観
と
、
叡
尊
に
と
っ
て
の
霊
験
仏
像
観
の
差
異
に
起
因
す
る
と

思
わ
れ
る
。
道
宣
は
、「
様
」
の
よ
う
な
平
面
的
な
媒
体
に
よ
り
写
さ
れ
た
像

が
霊
験
を
発
す
る
と
考
え
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
生
き
た
叡
尊
ら
は
実
在
感
が
あ

り
い
ま
に
も
生
動
す
る
よ
う
な
仏
像
に
こ
そ
霊
験
を
発
し
う
る
形
像
で
あ
る
と

考
え
た
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
に
、
叡
尊
ら
が
清
凉
寺
釈
迦
か
ら
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
を
「
模
写
」

し
た
背
景
を
分
析
し
て
き
た
。
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
の
造
立
に
お
い
て
、
賢

任
願
文
、
お
よ
び
叡
尊
の
『
感
身
学
正
記
』
に
清
凉
寺
釈
迦
を
「
模
写
」
し
た

と
あ
る
の
は
、『
続
高
僧
伝
』
住
力
伝
を
は
じ
め
と
す
る
、
唐
代
の
「
瑞
像
」

複
製
譚
に
「
模
写
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
事
を
踏
ま
え
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、『
四
分
律
行
事
鈔
』
が
規
定
す
る
よ
う
な
「
霊
異
」

を
な
す
像
の
複
製
で
あ
り
、「
模
写
」
は
像
の
形
を
写
す
と
い
う
よ
り
も
、「
霊

異
」
を
複
製
す
る
意
味
合
い
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
叡
尊
坐
像
に
お
け
る
「
模
写
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
叡

尊
坐
像
に
お
け
る
「
模
写
」
は
「
書
写
」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第

三
節
で
見
た
よ
う
な
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
願
文
や
表
白
に
お
け
る

「
書
写
」と
対
比
さ
れ
る
経
典
の
摺
写
と
同
文
脈
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、こ
の「
模

写
」
が
惣
持
に
と
っ
て
印
仏
の
「
模
写
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
よ
う
な
感
応
を
叡

尊
像
に
も
期
待
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
一
方
、
単
な
る
文
飾
と

い
う
可
能
性
も
な
お
排
除
で
き
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
叡
尊
「
真
影
」
の
「
模
写
」
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
は
、

叡
尊
の
死
の
前
後
十
年
の
期
間
に
お
け
る
、周
囲
の
叡
尊
に
対
す
る
「
生
身
仏
」

視
と
、
こ
の
像
が
叡
尊
八
十
歳
時
に
造
ら
れ
た
意
義
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　

西
大
寺
蔵
の
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
閏
七
月
三
日
後
伏
見
天
皇
綸
旨
で
は
、

「
勅
伝
燈
大
法
師
位
叡
尊
者
。
一
天
四
海
之
大
導
師
。
濁
世
末
代
之
生
身
仏
也
。

（
…
）
故
号
興
正
菩
薩
」
と（

（9
（

、
叡
尊
を
「
濁
世
末
代
之
生
身
仏
」
と
称
し
て
興

正
菩
薩
号
を
贈
っ
て
い
る
。
同
様
の
文
は
『
異
国
襲
来
祈
祷
注
録
』
の
元
軍
に

対
す
る
叡
尊
の
祈
祷
を
「
西
大
寺
上
人
面
目
、
一
天
四
海
挙
仰
如
生
身
仏
」
と

す
る
部
分
に
も
見
え
る（

（9
（

。
ま
た
『
西
大
勅
諡
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』（
以
下
『
行

実
年
譜
』）
に
は
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
十
月
に
叡
尊
が
三
輪
社
を
訪
れ

た
際
、神
が
託
宣
し
て
叡
尊
を
「
肉
身
釈
迦
」
と
し
て
迎
え
さ
せ
、神
宮
寺
（
大
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御
輪
寺
）
を
捨
て
叡
尊
を
献
じ
た
と
す
る（

（9
（

。
こ
う
し
た
叡
尊
に
対
す
る
「
濁
世

末
代
」
の
「
生
身
の
仏
」
と
す
る
見
方（

（9
（

は
、
叡
尊
の
生
前
に
は
見
い
だ
せ
ず
、

叡
尊
を
釈
迦
に
な
ぞ
ら
え
る
の
も
近
世
初
期
編
纂
の
『
行
実
年
譜
』
で
あ
る
た

め
そ
の
ま
ま
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
像
主
の
生
前
に
お
け
る
肖
像
彫
刻
の
製
作
と
い
う
珍
し
い

造
像
が
（
（9
（

、
叡
尊
八
十
歳
の
年
に
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
叡
尊
に
対
す

る
「
生
身
仏
」
視
と
、
さ
ら
に
は
八
十
歳
で
入
滅
し
た
釈
迦
と
叡
尊
を
重
ね
る

見
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
大
鏡
』
の
人
篇
―
道
長
（
雑
々
物
語
）

や
『
栄
花
物
語
』「
つ
る
の
は
や
し
」
は
、
釈
迦
の
入
滅
を
八
十
歳
と
し
て
、

話
者
や
道
長
の
年
齢
と
比
す
。
さ
ら
に
『
宝
物
集
』
で
釈
迦
は
、「
我
は
八
十

の
化
縁
尽
な
ば
、
入
涅
槃
す
べ
き
身
な
り
。
栴
檀
の
仏
は
、
末
代
の
衆
生
を
利

益
し
給
ふ
べ
き
仏
な
り
」
と
、「
栴
檀
の
仏
」
に
「
末
代
の
衆
生
」
を
託
し
て

い
る（

（9
（

。

　

奧
健
夫
氏
は
、叡
尊
坐
像
左
肩
下
の
鏡
慧
に
よ
る
墨
書
に
「
八
月
廿
七
日
〈
丙

申
時
正
〉
造
立
畢
功
毫
釐
不
差
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
は
叡
尊
が
嘉

禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
覚
盛
、
円
晴
、
有
厳
と
共
に
東
大
寺
に
お
い
て
自
誓

受
戒
を
行
っ
た
際
、
大
仏
殿
で
の
通
夜
祈
請
後
に
戒
禅
院
に
お
い
て
は
じ
め
て

「
好
相
」
を
得
た
期
日
で
あ
る
八
月
二
十
七
日
を
指
す
と
し
た（

（9
（

。
こ
の
「
好
相
」

に
つ
い
て
は
、
叡
尊
坐
像
納
入
の
『
自
誓
受
戒
記
』
所
収
の
寛
元
三
年
誓
願
文

に
、
夢
中
に
拝
し
た
と
い
う
「
閻
浮
第
一
之
霊
像
」、
す
な
わ
ち
こ
の
世
で
第

一
の
霊
像
、
が
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
を
指
す
と
の
松
岡
久
美
子
氏
に
よ
る
重
要

な
推
定
が
あ
る（

（10
（

。
奧
氏
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
ま
た
『
観
仏
三
昧
海
経
』
所
説
の

優
塡
王
造
像
譚
に
釈
迦
が
像
に
摩
頂
し
た
と
あ
る
こ
と
を
引
き
、
八
月
二
十
七

日
に
丁
度
彫
刻
が
終
わ
っ
た
後
に
は
叡
尊
自
身
が
像
に
摩
頂
を
行
い
、
後
世
を

付
属
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
て
い
る（

（10
（

。
叡
尊
が
像
に
摩
頂
を
行
っ
た
か

否
か
は
と
も
か
く
、
叡
尊
坐
像
の
造
像
事
業
そ
の
も
の
が
、
釈
迦
の
八
十
歳
で

の
入
滅
を
意
識
し
、
釈
迦
の
生
前
に
お
け
る
優
填
王
像
の
造
像
と
釈
迦
に
よ
る

像
へ
の
後
世
の
付
属
、
と
い
う
文
脈
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

鏡
慧
に
よ
る
像
内
墨
書
に
は
、「
冀
留
於
毘
尼
瑜
祇
守
護
之
精
霊
、
統
于
梅

咀
利
耶
出
現
之
嘉
運
」
と（

（10
（

、
像
が
毘
尼
（
律
）
と
瑜
祇
（
真
言
）
の
行
者
を
守

護
し
、
梅
咀
利
耶
（
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
・
弥
勒
）
の
出
現
ま
で
こ
れ
ら
を
統
べ
る

こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
像
の
機
能
は
、
先
に
み
た
『
四
分
律
行
事

鈔
』「
造
仏
像
塔
寺
法
」
に
、
釈
迦
出
世
の
二
つ
め
の
利
益
と
し
て
、
未
来
に

経
典
や
像
を
流
布
し
て
「
諸
の
衆
生
を
し
て
弥
勒
仏
に
於
て
聞
法
悟
解
し
超
昇

し
て
生
を
離
れ
し
む
」
と
形
像
の
機
能
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て

の
事
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
四
分
律
行
事
鈔
』
の
記
述
は
先
に
文

全
体
を
見
た
よ
う
に
基
本
的
に
は
、
釈
迦
像
を
基
本
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

ま
た
惣
持
に
よ
る
像
内
墨
書
の
末
尾
に
は
、「
謂
即
真
如
出
所
知
障
、
大
悲

般
若
常
所
輔
翼
、
由
斯
不
住
生
死
涅
槃
不
利
楽
有
情
、
窮
未
来
際
用
而
常
寂
故

名
円
寂

（
（10
（

」
と
、
玄
奘
訳
『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
る
四
涅
槃
の
う
ち
「
無
住
処

涅
槃

（
（10
（

」
に
関
す
る
記
述
を
末
尾
の
「
涅
槃
」
の
み
「
円
寂
」
に
変
え
て
引
用
し
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「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

て
い
る
。「
無
住
処
涅
槃
」
は
、
生
死
の
世
界
に
も
涅
槃
の
境
界
に
も
住
す
る

こ
と
な
く
、
窮
未
来
際
に
有
情
を
利
楽
す
る
涅
槃
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
叡

尊
の
死
を
念
頭
に
、
像
が
は
る
か
先
の
未
来
に
至
る
ま
で
有
情
を
利
益
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

加
え
て
極
楽
寺
蔵
『
西
大
寺
叡
尊
上
人
遷
化
之
記
』
の
、
正
応
三
年
（
一
二

九
〇
）
八
月
二
十
五
日
に
叡
尊
が
亡
く
な
っ
た
後
の
葬
送
の
項
目
で
は
、「
今

夜
奉
渡
木
□
真
影
□
之
。
西
室
之
木
像
者
。
思
円
上
人
御
存
生
之
□
自
手
御
作
。

西
室
奉
安
置
。
難
拝
生
身
之
御
像
奉
拝（

（10
（

。」
と
、
叡
尊
（
思
円
上
人
）
の
死
後

に
叡
尊
坐
像
を
叡
尊
の
住
房
で
あ
っ
た
西
室
に
安
置
し
た
事
が
記
さ
れ
る
。
こ

こ
に
お
い
て
叡
尊
坐
像
は
、
叡
尊
が
手
ず
か
ら
作
っ
た（

（10
（

拝
み
難
き
「
生
身
之
御

像
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

叡
尊
は
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
「
生
身
の
形
像

（
（10
（

」
た
る
清
凉
寺
釈
迦

を
「
模
写
」
し
て
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
を
造
像
し
た
。
そ
の
高
弟
か
つ
甥
で

あ
る
惣
持
が
奥
書
で
叡
尊
坐
像
の
造
像
を
「
模
写
」
と
表
現
す
る
背
景
に
は
、

憚
り
つ
つ
も
叡
尊
を
「
生
身
の
仏
」
と
視
て
釈
迦
に
重
ね
、
さ
ら
に
後
世
に
感

応
に
よ
る
「
霊
異
」
を
発
す
る
像
を
造
り
出
す
意
図
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
註
】

（
1
）	

現
行
本
『
古
画
品
録
』
で
は
「
伝
移
模
写
」
と
さ
れ
る
が
、
謝
嚇
の
「
画
の

六
法
」
を
引
く
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』
で
は
「
伝
模
移
写
」
と
さ
れ
る
。

（
2
）	

絵
画
を
対
象
と
し
た
「
模
写
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
諸
論
考
を
参
考
と
し
た
。

	

戸
田
禎
佑
「
中
国
絵
画
に
お
け
る
形
態
の
伝
承
―
模
写
の
特
殊
性
に
つ
い
て

1
―
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
七
、
一
九
七
二
）

	

戸
田
禎
佑
「
模
写
性
に
つ
い
て
―
宋
元
画
を
中
心
に
―
」（『
M
U
S
E
U
M
』

三
八
〇
、
一
九
八
二
）

	

河
野
道
房
「
模
写
か
ら
見
え
る
東
ア
ジ
ア
絵
画
史
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
』
一
二
、
醍
醐
書
房
、
二
〇
〇
五　

の
ち
河
野
道
房
『
中
国
山
水
画

史
研
究
―
奥
行
き
表
現
を
中
心
に
―
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一

八
に
「
東
ア
ジ
ア
絵
画
に
お
け
る
模
写
の
意
味
」
と
し
て
所
収
）

	

宇
佐
美
文
理
「
模
倣
の
價
値
」（『
中
国
思
想
史
研
究
』
三
一
、
二
〇
一
一

の
ち
宇
佐
美
文
理
『
中
國
藝
術
理
論
史
研
究
』
創
文
社
東
洋
学
叢
書
、

二
〇
一
五
所
収
）

（
3
）	

安
田
篤
生
「
模
写
と
粉
本
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
一
二
、
醍
醐
書
房
、

二
〇
〇
五
、
一
二
九
―
一
三
五
頁
）

（
4
）	

松
岡
久
美
子
「
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
に
お
け
る
「
移
」
に
つ
い
て
」（『
京

都
美
学
美
術
史
学
』
一
〇
、
二
〇
一
一
）

（
5
）	

大
屋
徳
城
「
春
日
版
雕
造
攷
」（『
仏
教
古
板
経
の
研
究
』（
大
屋
徳
城
著
作

選
集　

第
九
巻
）、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
）

	

佐
々
木
守
俊
「『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
所
収
「
空
観
寺
僧
定
法
摸
写
地
蔵
感

応
記
」
に
つ
い
て
」（
佐
々
木
守
俊
『
平
安
仏
教
彫
刻
史
に
み
る
中
国
憧
憬
』、

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
七
）

（
6
）	

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
監
修
『
西
大
寺
叡
尊
傳
記
集
成
』
法
蔵
館
、
一
九

七
七
、
二
二
頁　

な
お
『
感
身
学
正
記
』
に
は
『
思
円
上
人
一
期
形
像
記
』

と
い
う
別
名
が
あ
る
。

（
7
）	『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
編
六　

解
説
』
中

央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
八
、
一
二
六
頁
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（
8
）	『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

平
安
時
代　

造
像
銘
記
編　

一
』
中
央
公

論
美
術
出
版
、
六
〇
頁

（
9
）	
前
掲
註
7
、
一
九
三
頁

（
10
）	
大
沼
陽
太
郎
「
叡
尊
教
団
に
お
け
る
形
像
の
役
割
―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像

納
入
・
賢
任
願
文
の
検
討
か
ら
―
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
二
五
（
一
）、

二
〇
二
一
）

（
11
）	

清
凉
寺
像
は
一
九
五
四
年
の
修
理
ま
で
、足
枘
が
無
い
状
態
で
立
っ
て
お
り
、

毛
利
久
氏
は
建
保
七
年
（
一
二
一
八
）
の
火
災
で
像
が
足
枘
を
失
い
、
快
慶

に
よ
り
後
頭
部
と
光
背
を
連
結
し
足
枘
に
よ
ら
ず
に
立
た
せ
る
工
作
が
な
さ

れ
た
た
め
と
推
定
し
た
。（
毛
利
久
「
清
凉
寺
釈
迦
像
変
遷
考
」『
仏
教
芸
術
』

三
五
、
一
九
五
八
〈
の
ち
毛
利
久
『
日
本
仏
教
彫
刻
史
の
研
究
』
法
藏
館
、

一
九
七
〇
所
収
〉）
こ
れ
を
承
け
て
奧
健
夫
氏
は
、
快
慶
に
よ
る
修
理
時
に

足
枘
が
再
調
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
像
が
空
中
を
飛
行
す
る
と
い
う
伝
説
に

ふ
さ
わ
し
い
た
め
と
考
察
し
て
い
る
（
奧
健
夫
「
清
凉
寺
釈
迦
像
の
受
容
史

―
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
―
」『
仏
教
彫
刻
の
制
作
と
受
容
―
平
安
時
代
を
中

心
に
―
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
）。

（
12
）	

前
掲
註
11
奧
論
文
、
奧
健
夫
「
清
凉
寺
式
釈
迦
像
雑
記
」（
奧
健
夫
『
清
凉

寺
釈
迦
如
来
立
像
』（
日
本
の
美
術
五
一
三
）
至
文
堂
、
二
〇
〇
九
）

（
13
）	

松
岡
久
美
子
「
西
大
寺
叡
尊
に
よ
る
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
の
模
像
制
作
」（
特

集　

仏
教
彫
刻
の
霊
験
性
と
彫
刻
史
）」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
二
二
号
、

醍
醐
書
房
、
二
〇
一
〇
）

（
14
）	

賢
任
は
房
号
を
善
春
（
俊
）
房
と
い
い
、河
内
真
福
寺
を
開
山
し
て
い
る
（
真

福
寺
開
山
の
事
は
松
尾
剛
次
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
松
尾
剛
次
『
中

世
叡
尊
教
団
の
全
国
的
展
開
』
法
藏
館
、
二
〇
一
七
、
九
五
〜
九
六
頁
を
参

照
の
こ
と
）。

（
15
）	

賢
任
願
文
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（
前
掲
註
7
、
一
三
六
〜
一
三

七
頁
を
底
本
に
、
傍
点
、
傍
線
を
付
し
た
）

	

南
都
西
大
寺
□
（
小
カ
）比

丘
賢
任
敬
白
、
奉
模
写

0

0

□
京
□
嵯
峨
釈
迦
如
来
尊
容
事

	

夫
以
、
釈
尊
者
、
衆
生
慈
父
也
、
我
等
者
、
彼
仏
稚
子
也
、
慈
父
遺
勅
、
遠

被
辺
方
、
稚
子
稟
教
、
蓋
慕
仏
在
、
伝
聞
、
摩
伽
陀
国
阿
育
大
王
、
詣
菩
提

樹
、
而
儲
供
養
、
滅
後
百
歳
優
婆
毬
多
、
拝
魔
変
作
、
而
申
礼
讃
、
然
今
、

覚
樹
隔
堺
、
遺
恨
於
辺
域
、
魔
変
難
感
、
含
悲
於
末
法
、
昔
哭
別
離
於
忉
利

之
雲
、
猶
期
九
旬
之
後
、
今
送
恋
慕
於
双
樹
之
風
、
将
拝
何
日
之
光
、
彼
已

模0

相
好
於
赤
栴
檀
、
早
遂
瞻
仰
之
望
、
我
等
訪
計
略
於
誰
聖
者
、
容
体
悲
歎

之
思
、
抑
彼
優
塡
国
大
王
請
目
連
尊
者
神
通
摂
三
十
二
人
巧
匠
、
持
紫
金
栴

檀
香
木
彫
刻
三
十
二
妙
相
之
尊
像
、
任
世
尊
記
別
、
展
転
来
我
朝
、
今
親
在

嵯
峨
、
広
作
大
利
益
、
生
身
形
像
功
徳
無
異
者
、
大
聖
誠
言
也
、
豈
可
不
悦

乎
、
但
欲
企
参
詣
、
擬
拝
真
仏
、
堺
絶
路
遠
道
、
業
有
妨
欲
順
戒
律
、
募
報

恩
徳
、
空
送
年
月
、
似
闕
渇
仰
、
豈
唯
漏
中
天
在
世
之
恨
、
更
添
離
嵯
峨
道

場
之
愁
、
親
教
素
懐
経
年
如
此
、
弟
子
所
歎
随
日
同
彼
、
不
如
勧
十
人
檀
那

奉
模
写

0

0

彼
尊
容
、
屈
請
十
方
梵
衆
設
礼
敬
申
讃
歎
、
是
為
瞻
仰
尊
願
之
勝
縁
、

是
為
親
近
善
友
之
契
約
、
同
心
檀
那
渇
仰
同
法
、
刻
彫
巧
匠
助
成
諸
人
、
従

于
今
身
至
于
成
仏
、
常
為
知
識
、
互
励
善
根
、
共
興
三
宝
、
広
利
群
生
、
唯

願
世
尊
久
住
於
世
為
諸
衆
生
作
大
導
師
、
唯
願
衆
生
帰
依
此
像
自
然
開
発
大

菩
提
心
、
南
無
恩
德
広
大
釈
迦
牟
尼
善
逝
、
哀
愍
納
受
、
早
成
祈
願
、
敬
白

	

　

宝
治
二
年
八
月
八
日
、
小
比
丘
賢
任
敬
白

	

※�

な
お
前
稿
（
前
掲
註
10
）
に
掲
載
し
た
賢
任
願
文
の
テ
ク
ス
ト
中
、
右
に

点
線
で
示
す
箇
所
の
「
路
」
と
「
遠
」
の
間
に
「
遠
路
」
と
い
う
原
文
に

存
在
し
な
い
語
句
が
混
入
し
て
い
た
。
こ
こ
に
陳
謝
し
た
い
。

（
16
）	
前
掲
註
10
拙
稿

（
17
）	
こ
こ
で
の
「
十
人
檀
那
」
は
賢
任
願
文
末
尾
に
追
記
さ
れ
た
「
釈
迦
造
立
之

間
奉
加
帳
」
に
記
さ
れ
る
「
本
施
主
十
人
」
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
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21

「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

ち
「
永
阿
弥
陀
仏
、
定
阿
弥
陀
仏
、
寂
澄
、
幸
舜
、
中
臣
連
祐
氏
、
藤
原
為

経
、
儁
栄
、
尼
法
円
、
尼
心
地
、
尼
戒
信
」
の
男
女
十
名
で
あ
る
（
前
掲
註

7
基
礎
資
料
集
成
、
一
三
七
頁
）。
こ
の
う
ち
「
中
臣
連
祐
氏
」
は
唐
招
提

寺
釈
迦
如
来
立
像
の
像
内
納
入
品
に
「
過
去
者
」
と
し
て
名
を
記
す
。

（
18
）	

前
掲
註
6
叡
尊
伝
集
成
、
二
二
頁

（
19
）	

小
泉
弘
、
山
田
昭
全
校
注
『
宝
物
集　

閑
居
友　

比
良
山
古
人
霊
託
』（
新

日
本
古
典
文
学
大
系
四
十
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
、
一
四
頁

（
20
）	

黒
板
勝
美
編
『
本
朝
文
粋　

本
朝
続
文
粋
』〔
新
訂
増
補
国
史
大
系　

第
二

九
巻
下
〕
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
（
新
装
版
）、
三
三
三
頁

（
21
）	

菅
野
禮
行
校
注
・
訳
『
和
漢
朗
詠
集
』〔
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
十
九
〕

小
学
館
、
一
九
九
九
、
三
一
一
頁

（
22
）	

叡
尊
坐
像
の
納
入
品
の
納
入
意
義
に
つ
い
て
包
括
的
に
論
じ
た
も
の
と
し

て
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ブ
リ
ン
カ
ー
氏
の
研
究
が
あ
る
。（H

elm
ut Brinker. 

“Facing the U
nseen: O

n the Interior A
dornm

ent of Eizon's 
Iconic Body

”, A
rchives of A

sian A
rt, V

ol. 50, D
uke U

niversity 
Press, 1997/1998, pp. 42-61

）

（
23
）	『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
編
一
三
〈
解
説
〉』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
七
、
一
七
二
頁
上
段
。

（
24
）	

前
掲
註
23
一
七
六
頁
上
段
に
依
る
。
ま
た
『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
一
九
―

二
五
頁
に
収
録
さ
れ
る
。

（
25
）	「
模
写
」
で
は
な
い
が
「
真
影
」
を
「
模
」
し
た
例
と
し
て
、『
関
東
往
還
記
』

弘
長
二
年
七
月
廿
六
日
条
に
は
、北
条
時
頼
が「
往
年
夢
想
を
感
ず
る
に
よ
っ

て
巧
匠
を
南
都
法
隆
寺
に
進
め
、
聖
徳
太
子
の
真
影
を
模
す
」
と
あ
る
（
前

掲
註
6
、
九
〇
頁
）。
こ
れ
は
『
西
大
勅
諡
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
所
収
弘

長
二
年
七
月
九
日
付
け
「
鎌
倉
苑
寺
上
宮
太
子
御
影
像
開
眼
表
白
」
に
、
時

頼
が
「
或
は
仏
像
を
自
手
に
刻
み
、
相
好
を
生
身
に
慕
う
。
或
は
経
巻
を
勢

筆
に
写
し
、
義
理
を
末
代
に
遺
す
」（
前
掲
註
6
、
一
四
五
頁
）
と
あ
る
事

と
同
じ
と
考
え
ら
れ
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
「
生
身
」
の
「
真
影
」
た
る
像

を
「
模
」
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）	

松
尾
剛
次
『
中
世
叡
尊
教
団
の
全
国
的
展
開
』
法
藏
館
、
二
〇
一
七
、
八
七

〜
八
八
頁

（
27
）	

細
川
涼
一
「
西
琳
寺
惣
持
と
尼
」（
大
隅
和
雄
、
西
口
順
子
編
『
救
い
と
教

え
（
シ
リ
ー
ズ
女
性
と
仏
教
2
）』
平
凡
社
、
一
九
八
九
、
一
二
九
―
一
三

二
頁

（
28
）	

和
島
芳
男
「
河
内
西
琳
寺
と
忍
性
」（『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
6
、
一
九

七
二
）

（
29
）	『
金
沢
文
庫
資
料
全
書　

第
五
巻　

戒
律
篇
（
一
）』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、

一
九
八
一
、
一
一
五
頁

	

な
お
こ
の
金
沢
文
庫
蔵
『
四
分
律
注
比
丘
尼
戒
本
』
は
惣
持
の
後
序
の
後
に

付
さ
れ
た
刊
記
に
よ
り
、
極
楽
寺
第
二
世
長
老
で
あ
る
栄
真
に
よ
り
正
安
四

年
（
一
三
〇
二
）
に
「
近
訪
慈
母
之
冥
路
遠
助
尼
衆
之
行
化
」
を
志
と
し
て

開
版
さ
れ
た
事
が
分
か
る
。前
掲
註
27
細
川
論
文
一
四
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
30
）	

納
富
常
天
「
南
都
仏
教
に
お
け
る
女
人
往
生
思
想
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

二
五
（
二
）、
一
九
七
七
）
五
五
九
頁

（
31
）	

大
屋
徳
城
『
寧
楽
刊
経
史
』
内
外
出
版
株
式
会
社
、
一
九
一
二
、
一
八
九
〜

一
九
〇
頁
（
の
ち
『
大
屋
徳
城
著
作
選
集
8
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
に

収
録
）
た
だ
し
こ
の
惣
持
開
版
の
『
転
女
身
経
』
は
大
屋
氏
に
刊
記
が
引
か

れ
る
の
み
で
現
在
の
所
蔵
は
不
明
で
あ
る
。

（
32
）	

前
掲
註
23
一
七
五
頁

（
33
）	
前
掲
註
27
細
川
論
文
一
五
三
頁

（
34
）	
黒
板
勝
美
編
『
本
朝
文
粋　

本
朝
続
文
粋
』〔
新
訂
増
補
国
史
大
系　

第
二

九
巻
下
〕
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
（
新
装
版
）、
二
三
四
頁
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号

22

（
35
）	

永
井
義
憲
、
清
水
宥
聖
編
『
安
居
院
唱
導
集
』（
貴
重
古
典
籍
叢
刊
6
）
角

川
書
店
、
一
九
七
二
、
二
二
四
頁
下
段

（
36
）	『
転
法
輪
鈔
』
は
、
前
掲
註
35
の
『
安
居
院
唱
導
集
』
に
翻
刻
さ
れ
る
金
沢

文
庫
本
の
他
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
旧
田
中
家
本
が
近
年
翻
刻
さ
れ

て
い
る
（
阿
部
泰
郎
、
松
尾
恒
一
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告　

第
1
8
8
集　

中
世
仏
教
に
お
け
る
儀
礼
テ
ク
ス
ト
の
総
合
的
研
究
―
館

蔵
田
中
旧
蔵
文
書
『
転
法
輪
鈔
』
を
中
心
と
し
て
―
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
、
二
〇
一
七
）。
こ
れ
ら
の
内
の
「
模
写
」
の
用
例
の
全
て
を
把
握
で
き

た
訳
で
は
な
い
が
、
以
下
に
参
考
の
た
め
列
記
す
る
。『
安
居
院
唱
導
集
』

を
「
安
」、
歴
博
報
告
を
「
歴
」
と
し
、
該
当
頁
と
段
を
示
す
。

	

鳥
羽
院
千
日
御
講
「
同
御
講
結
願
表
白
」（
安
・
二
二
四
頁
下
）、
後
白
河
院

院
中
御
逆
修
「
同
結
願
表
白
」（
安
・
二
三
六
上
）、
後
白
河
院
「
治
承
三
年

御
逆
修
」（
安
・
二
三
九
下
）、後
白
河
院
文
治
御
逆
修
「
五
七
日
表
白
」（
安
・

二
四
七
下
）、
後
白
河
院
建
久
御
逆
修
結
願
（
安
・
二
四
九
上
）、「
院
尊
勝

陀
羅
尼
供
養
表
白
」（
安
・
三
二
二
上
）、「
前
大
納
言
実
定
為
亡
室
堂
供
養

表
白
」（
歴
・
二
〇
九
上
）、「
師
大
納
言
隆
季
持
仏
堂
供
養
表
白
」（
歴
・
二

一
〇
上
）、「
大
膳
権
大
夫
泰
親
朝
臣
堂
供
養
表
白
」（
歴
・
二
二
〇
上
）、「
鎌

蔵
薬
師
堂
供
養
表
白
」（
歴
・
二
三
六
下
）

（
37
）	『
鎌
倉
遺
文
』
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
に
もCD

-RO
M

版
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
）
が
存
在
し
た
が
、
二
〇
一
八
年
（
第
一
期
）

か
ら
二
〇
一
九
年
（
第
二
期
）
に
か
け
公
開
さ
れ
たJapanknow

ledge
版

で
は
補
遺
編
が
追
加
さ
れ
、新
た
な
研
究
成
果
に
よ
る
校
訂
が
反
映
さ
れ
た
。

（https://japanknow
ledge.com

/contents/kam
akuraibun/

）

（
38
）	

前
掲
註
5
大
屋
論
文　

二
二
三
―
二
二
六
頁

（
39
）	

宇
佐
美
文
理
「『
古
畫
品
録
』
譯
注
」（『
信
州
大
学
教
養
学
部
紀
要
』
第
二

七
号
、
一
九
九
七
）
四
頁

	

ま
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
も
し
ゃ
【
模
写
・
摸
写
・
摹
写
】」
の
項

目
は
、
前
述
の
『
本
朝
続
文
粋
』「
実
成
卿
為
家
督
追
善
願
文
」
お
よ
び
こ

の
『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
を
用
例
と
し
て
挙
げ
る
。

（
40
）	『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
の
原
文
は
、
吉
川
忠
夫
訓
註
『
後
漢
書　

第
七
冊　

列

伝
五
（
巻
四
十
四
〜
巻
五
十
三
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
、
三
五
四
頁
に

依
り
、
訓
読
も
参
考
と
し
た
。

（
41
）	

た
と
え
ば
『
後
漢
書
』
仲
長
統
伝
の
李
賢
註
に
「
摹
、
法
也
」
と
あ
り
、『
説

文
解
字
』
に
「
模
、
法
也
」
と
さ
れ
る
。

（
42
）	

前
掲
註
5
大
屋
論
文
、
二
二
四
頁

（
43
）	『
群
書
類
従
』
第
二
十
八
輯
、
三
〇
六
頁

（
44
）	

十
巻
本
で
は
巻
六
、
二
十
巻
本
で
は
巻
十
四
に
記
載
さ
れ
、
両
者
ほ
ぼ
同
文

で
あ
る
（
馬
渕
和
夫
編
著
『
十
巻
本
系
古
写
本
の
影
印
対
照
』〔
古
写
本
和

名
類
聚
抄
集
成
〕
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
、
一
五
二
頁　

お
よ
び
馬
渕
和
夫

編
著
『
二
十
巻
本
系
古
写
本
の
影
印
対
照
』〔
古
写
本
和
名
類
聚
抄
集
成
〕

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
、
四
八
二
頁
）。
十
巻
本
の
う
ち
伊
勢
・
神
宮
文
庫

蔵
の
室
町
初
期
の
写
本
に
依
れ
ば
以
下
の
通
り
。

	

　

模
カ
タ
キ　

唐
韵
云
―
〈
莫
胡
反
俗
語
加
太
岐
〉
―
法
也
形
也

（
45
）	

前
掲
註
5
大
屋
論
文
、
二
二
六
頁

（
46
）	

都
市
の
プ
ラ
ン
を
「
模
写
」
す
る
も
の
（『
魏
書
』
李
業
興
伝
）、地
図
を
「
摹

写
」
す
る
も
の
（『
旧
唐
書
』
賈
耽
伝
）、宮
殿
を
「
模
写
」
す
る
も
の
（『
梁

書
』
南
平
王
偉
伝
、『
南
史
』
崔
祖
思
伝
）、
書
を
「
模
写
」
す
る
も
の
（『
周

書
』
冀
儁
伝
、『
北
史
』
尒
朱
榮
伝
）、
海
南
の
干
陁
利
国
王
が
夢
で
見
た
梁

武
帝
の
姿
を
絵
画
化
さ
せ
る
例（『
梁
書
』干
陁
利
国
伝
）な
ど
。
加
え
て『
魏

書
』
釈
老
志
に
は
仏
影
「
摹
写
」
の
例
が
載
る
（
本
論
文
第
四
章
冒
頭
を
参

照
の
こ
と
）。

（
47
）	

後
藤
昭
雄
「
平
安
朝
人
は
『
後
漢
書
』
を
い
か
に
読
ん
だ
か
―
吉
川
忠
夫
訓

美術45_01大沼陽太郎氏1C_四[1-26].indd   22美術45_01大沼陽太郎氏1C_四[1-26].indd   22 2024/03/05   9:52:092024/03/05   9:52:09



23

「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

注
『
後
漢
書
』
第
一
冊
を
読
ん
で
―
」（『
文
学
』
第
三
巻
第
一
号
、
二
〇
〇

二
）

（
48
）	
藤
善
眞
澄
訳
注
『
参
天
台
五
臺
山
記　

下
』
関
西
大
学
出
版
部
、二
〇
一
一
、

二
一
六
・
二
二
七
頁

（
49
）	

こ
う
し
た
印
仏
作
法
に
関
し
て
は
、
森
本
孝
順
氏
、
兜
木
正
亨
氏
が
早
く
に

着
目
し
て
い
る
（
森
本
孝
順
、
兜
木
正
亨
「
印
仏
・
摺
仏
」『
日
本
版
画
美

術
全
集　

第
1
巻　

古
代
版
画
』
講
談
社
、
一
九
六
一
）。
さ
ら
に
田
邊
三

郎
助
氏
が
よ
り
多
く
の
史
料
を
博
捜
し
実
作
例
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
論
じ
て

い
る
（
田
邊
三
郎
助
「
古
代
の
“
印
仏
”
に
つ
い
て
」『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
一
九
八
四
）。
ま
た
「
模
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
佐
々

木
守
俊
氏
が
注
目
し
て
い
る
（
前
掲
註
5
佐
々
木
論
文
）。

（
50
）	

真
福
寺
本
『
往
生
極
楽
伝
』
お
よ
び
金
沢
文
庫
本
『
漢
家
類
聚
往
生
伝
』
は

と
も
に
塚
本
善
隆
『
塚
本
善
隆
著
作
集　

第
六
巻
』
大
東
出
版
社
、
一
九
七

四
に
附
録
と
し
て
所
収
さ
れ
る
。
該
当
頁
は
そ
れ
ぞ
れ
二
七
五
頁
と
三
一
八

〜
三
一
九
頁
。
な
お
塚
本
氏
著
作
集
附
録
で
は
真
福
寺
本
『
往
生
極
楽
伝
』

は
『
戒
珠
集
往
生
極
楽
伝
』
と
い
う
題
名
で
載
る
が
、
同
書
掲
載
の
塚
本
氏

の
研
究
（「
日
本
に
遺
存
せ
る
遼
文
学
と
そ
の
影
響
」）
お
よ
び
山
崎
誠
「『
往

生
浄
土
伝
』『
空
也
誄
』『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
絵
詞
』
解
題
」（
国
文
学
研
究

資
料
館
編
『
真
福
寺
本
善
本
叢
刊
』
第
六
巻
、
二
〇
〇
四
）
に
依
っ
て
本
稿

で
は
『
往
生
極
楽
伝
』
と
記
す
。

（
51
）	

前
掲
註
50
塚
本
著
作
集
、
三
一
九
頁

（
52
）	

仏
の
感
応
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
長
岡
龍
作
氏
の
諸
論
考
を
参
考
と
し
た
。

長
岡
龍
作
「
仏
の
感
応
と
仏
像
―
法
身
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
慶
應
義

塾
大
学
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
29
、二
〇
二
二
）
長
岡
龍
作
「
仏

教
に
お
け
る
「
霊
験
」
―
仏
が
感
応
す
る
場
と
表
象
―
」（『
死
生
学
研
究
』

12
、
二
〇
〇
九
）

（
53
）	

梅
津
次
郎
「
常
謹
撰
「
地
蔵
菩
薩
応
験
記
」」（『
大
和
文
化
研
究
』
一
〇
一
、

一
九
六
六
）

（
54
）	

前
掲
註
53
、
一
六
〜
一
七
頁

	

こ
の
他
に
も
張
僧
繇
が
描
い
た
と
さ
れ
る
絵
に
は
様
々
な
霊
異
譚
が
付
さ
れ

た
。
肥
田
路
美
「
張
僧
繇
の
画
業
と
伝
説
―
特
に
唐
時
代
に
お
け
る
評
述
の

あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
東
洋
美
術
史
論
叢
』
雄
山
閣
、
一
九
九
九
（
の

ち
肥
田
路
美
『
初
唐
仏
教
美
術
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
一

所
収
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
55
）	

大
正
蔵
七
六
巻
三
三
三
頁
下
段
〜
三
三
四
頁
上
段

（
56
）	

大
正
図
像
巻
九
、
二
九
五
頁

（
57
）	

前
掲
註
5
佐
々
木
論
文
、
一
九
四
〜
一
九
五
頁

（
58
）	

清
水
邦
彦
「
日
本
に
お
け
る
放
光
菩
薩
信
仰
の
展
開
」（『
比
較
民
俗
研
究
』

一
六
、
一
九
九
九
）

（
59
）	

前
掲
註
5
佐
々
木
論
文

（
60
）	

内
田
啓
一
『
仏
教
版
画
史
論
考
』
法
藏
館
、
二
〇
一
一

（
61
）	『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記　

一
六　

解
説
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
〇
、
一
四
〇
頁

（
62
）	

前
掲
注
61
、
一
五
二
〜
一
五
四
頁

（
63
）	

奧
健
夫
「「
五
境
の
良
薬
」
を
納
め
る
地
蔵
菩
薩
像
と
そ
の
周
辺
」（
奧
健
夫

『
仏
教
彫
像
の
制
作
と
受
容
―
平
安
時
代
を
中
心
に
―
』
中
央
公
論
美
術
出

版
、
二
〇
一
九
）

（
64
）	『
高
僧
法
顕
伝
』（
大
正
蔵
五
一
巻
八
五
九
頁
）
入
谷
口
西
行
有
佛
僧
伽
梨
。

亦
起
精
舍
供
養
。
彼
國
土
俗
亢
旱
。
時
國
人
相
率
出
衣
禮
拜
供
養
。
天
即
大

雨
。
那
竭
城
南
半
由
延
有
石
室
博
山
。
西
南
向
佛
留
影
。
此
中
去
十
餘
歩
觀

之
如
佛
眞
形
。
金
色
相
好
光
明
炳
著
。
轉
近
轉
微
髣
髴
如
有
。
諸
方
國
王
遣

工
畫
師
摹
寫
莫
能
及
。
彼
國
人
傳
云
。
千
佛
盡
當
於
此
留
影
。
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号
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（
65
）	

魏
収
編
、
塚
本
善
隆
翻
訳
『
魏
書
釈
老
志
』（
東
洋
文
庫
五
一
五
）、
平
凡
社
、

一
九
九
〇
、
二
一
九
〜
二
二
〇
頁

（
66
）	「
変
」
の
語
義
に
つ
い
て
肥
田
路
美
氏
が
論
じ
て
い
る
（
肥
田
路
美
「
大
画

面
変
相
図
の
成
立
と
雲
の
モ
チ
ー
フ
」
肥
田
路
美
『
初
唐
仏
教
美
術
の
研
究
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
一　

初
出
「
変
と
雲
―
大
構
図
変
相
図
に
お

け
る
意
味
と
機
能
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
四
五
集
第
三
分
冊
、二
〇
〇
八
）。
そ
れ
に
依
れ
ば
こ
の
「
変
」
は
「
変

相
図
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
「
変
」
が
「
銅
」
製
で

あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

（
67
）	

大
正
蔵
五
二
巻
七
六
頁
下
段
〜
七
七
頁
上
段

（
68
）	「
瑞
像
」
の
語
義
や
中
国
に
お
け
る
霊
験
像
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
肥
田

路
美
氏
の
諸
論
考
を
参
考
と
し
た
。
肥
田
路
美
「
中
国
の
霊
験
像
の
性
格
と

造
形
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
二
二
号
、
醍
醐
書
房
、
二
〇
一
〇
、
四
一

―
四
五
頁
）
肥
田
路
美
「「
瑞
像
」
の
語
義
と
用
例
に
つ
い
て
―
道
宣
に
至

る
ま
で
―
」（
早
稲
田
大
学
大
学
院
東
洋
美
術
史
他
編
『
美
術
史
料
と
し
て

読
む
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
―
釈
読
と
研
究
―
』（
十
）、
二
〇
一
七
、
一

六
三
〜
一
七
〇
頁
）

（
69
）	

金
子
典
正
「
阿
育
王
像
濫
觴
考
」（
大
橋
一
章
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
て
ら

ゆ
き
め
ぐ
れ　

大
橋
一
章
博
士
古
稀
記
念
美
術
史
論
集
』
中
央
公
論
美
術
出

版
、
二
〇
一
三
）

（
70
）	

肥
田
路
美
「
涼
州
番
禾
県
瑞
像
の
説
話
と
造
形
」（『
仏
教
芸
術
』
二
一
七
号
、

毎
日
新
聞
出
版
、
一
九
九
四
）
お
よ
び
前
掲
註
68
肥
田
論
文
（
二
〇
一
〇
）

（
71
）	

稲
本
泰
生
「
優
塡
王
像
東
傳
考
―
中
国
初
唐
期
を
中
心
に
―
」（『
東
方
学
報
』

六
九
、
一
九
九
七
）
三
九
一
〜
三
九
八
頁

	

稲
葉
秀
朗
「
荊
州
大
明
寺
優
填
王
像
考
」（
肥
田
路
美
編
『
美
術
史
料
と
し

て
読
む
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
―
釈
読
と
研
究
―
（
八
）』
早
稲
田
大
学

大
学
院
東
洋
美
術
史
、
二
〇
一
五
）

（
72
）	

塚
本
麿
充
「
皇
帝
の
文
物
と
北
宋
初
期
の
開
封　

上　

啓
聖
禅
院
、
大
相
国

寺
、宮
廷
を
め
ぐ
る
文
物
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
」（『
美
術
研
究
』
四
〇
四
、

二
〇
一
一
）

（
73
）	

長
岡
龍
作
「
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
と
北
宋
の
社
会
」（『
国
華
』
通
号
一
二
六

九
、
二
〇
〇
一
）

（
74
）	

塚
本
善
隆
「
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
封
蔵
の
東
大
寺
奝
然
の
手
印
立
誓
書
」「
宋

初
の
仏
教
と
奝
然
」（『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
七
巻　

浄
土
宗
史
・
美
術
篇
、

一
九
七
五
）
を
始
め
と
し
て
、
日
本
に
清
凉
寺
式
釈
迦
が
請
来
さ
れ
て
以
降

の
国
内
動
向
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て

奝
然
入
宋
の
政
治
的
意
義
を
論
じ
た
上
川
通
夫
氏
の
論
が
あ
り
（
上
川
通
夫

『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
、
第
二
部
第
二
章
「
奝

然
入
宋
の
歴
史
的
意
義
」）、
美
術
史
を
含
め
て
包
括
的
に
論
じ
た
奧
健
夫
氏

の
著
作
が
あ
る（
奧
健
夫『
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
』（
日
本
の
美
術
五
一
三
）

至
文
堂
、
二
〇
〇
九
、
五
〇
〜
七
七
頁
）。

（
75
）	

大
正
蔵
五
〇
巻
六
九
五
頁
上
中
段
。「
模
写
」
が
含
ま
れ
る
部
分
の
原
文
は

以
下
の
通
り
。「
大
業
十
年
。
自
竭
身
資
。
以
栴
檀
香
木
。
模
写
瑞
像
並
二

菩
薩
。
不
久
尋
成
同
安
閣
内
。」
な
お
『
続
高
僧
伝
』
住
力
伝
の
末
尾
に
は

長
楽
寺
に
虞
世
南
の
碑
文
が
あ
る
と
記
さ
れ
、
稲
本
泰
生
氏
は
道
宣
が
こ
の

碑
を
写
し
て
住
力
伝
を
記
し
た
も
の
と
考
察
し
て
い
る
（
前
掲
註
71
稲
本
論

文
三
九
一
〜
三
九
八
頁
）。
ま
た
『
法
苑
珠
林
』
住
力
伝
の
記
述
は
『
続
高

僧
伝
』
よ
り
は
簡
略
で
あ
る
が
、「
模
写
」
が
含
ま
れ
る
右
掲
の
部
分
に
関

し
て
は
同
文
で
あ
る
。

（
76
）	
後
略
部
も
、「
復
謂
西
域
士
女
遍
從
此
物
而
生
乎
。且
又
中
國
之
廟
以
木
爲
主
。

則
謂
制
禮
君
子
皆
從
木
而
育
耶
。
親
不
可
忘
。
故
爲
之
宗
廟
。
佛
不
可
忘
。

故
立
其
形
像
。
以
表
罔
極
之
心
。
用
申
如
在
之
敬
。
欽
聖
仰
徳
。
何
失
之
有
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「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―

哉
。
夫
以
善
爲
過
者
。
故
亦
以
惡
爲
功
矣
」
と
、
仏
を
親
（
木
）
と
重
ね
て

造
像
を
「
孝
」
の
文
脈
か
ら
正
当
化
し
て
お
り
興
味
深
い
。

（
77
）	
宮
田
尚
『
今
昔
物
語
集
震
旦
部
考
』
勉
誠
社
、
一
九
九
二
、
二
章
「
出
典
研

究
の
検
討
」

（
78
）	

斉
藤
達
也
「
金
剛
寺
本
『
續
高
僧
伝
』
の
考
察
―
巻
四
玄
奘
伝
を
中
心
に
―
」

（
國
際
佛
教
學
大
學
院
大
學
日
本
古
寫
經
研
究
所
文
科
省
戰
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
實
行
委
員
會
編
『
續
高
僧
傳
卷
四
卷
六
』（
日
本
古
寫
經
善
本
叢
刊　

第

八
輯
）、
二
〇
一
四
）

（
79
）	

大
塚
紀
弘
「
宋
版
一
切
経
の
輸
入
と
受
容
」（
大
塚
紀
弘
『
入
宋
貿
易
と
仏

教
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
）

（
80
）	

前
掲
註
79
大
塚
論
文
掲
載
表
2

（
81
）	

大
正
蔵
四
〇
巻
一
三
三
頁

（
82
）	

前
掲
註
71
稲
本
論
文
、
四
〇
〇
頁

（
83
）	

内
藤
航「
近
世
戒
律
復
興
に
お
け
る
清
凉
寺
式
釈
迦
像
造
立
の
意
義
―
京
都
・

巌
松
院
釈
迦
如
来
像
の
調
査
報
告
と
序
論
的
考
察
―
」（
奈
良
国
立
博
物
館

編
『
聖
地　

南
山
城
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
二
三
）

（
84
）	

こ
の
時
賢
任
は
『
四
分
律
行
事
鈔
』
と
『
四
分
律
羯
磨
経
疏
』
を
各
一
部
受

け
取
っ
て
い
る
（
西
大
寺
蔵
「
宝
治
二
年
将
来
律
三
大
部
配
分
状
」〈『
鎌
倉

遺
文
』
補
遺
編
第
三
巻
、
八
六
―
八
七
頁
〉）。

（
85
）	

大
正
蔵
六
二
巻
七
八
二
頁
中
段
に
「
彼
記
引
十
命
瑞
像
記
云
」
と
し
て
以
降
、

「
瑞
像
記
」
と
し
て
引
く
。

（
86
）	『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
七
輯
下
、
三
二
一
頁

（
87
）	

前
掲
註
10
拙
稿

（
88
）	

こ
の
部
分
は
元
照
が
『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
で
「
如
下
自
述
」
と
す
る

よ
う
に
（
大
正
蔵
四
〇
巻
三
九
七
頁
下
段
）、
直
後
の
長
干
瑞
像
等
に
関
す

る
記
述
よ
り
も
、
当
該
部
分
よ
り
後
の
、
菩
薩
像
が
婬
女
像
の
よ
う
で
あ
る

等
と
し
て
当
代
の
仏
像
を
批
判
す
る
部
分
に
掛
か
る
向
き
が
強
い
。

（
89
）	

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、『
国
訳
一
切
経
』
は
「
聖
に
準
じ
様
を
模
せ
ば
」
と

読
ん
で
い
る
が
、『
四
分
律
行
事
鈔
』の
他
の
箇
所
で「
準
聖
」の
後
に
は「
教
」

や
「
言
」「
旨
」
な
ど
、「
聖
」
な
る
対
象
が
来
て
い
る
。
ま
た
道
宣
は
『
集

神
州
三
宝
感
通
録
』
や
『
続
高
僧
伝
』
で
「
模
様
」
を
設
計
図
や
図
様
と
し

て
記
述
し
て
い
る
の
で
、
あ
え
て
「
模
」
を
動
詞
と
し
て
読
み
分
割
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
る
。

（
90
）	『
漢
語
大
詞
典
』「
靈
異
」
の
項
目
を
参
照
。

（
91
）	

寺
川
真
知
夫
「
仏
像
霊
験
譚
の
受
容
と
変
容
」（『
同
志
社
国
文
学
』
四
一
、

一
九
九
四
）。
武
田
比
呂
男「
仏
像
の
霊
異
―『
日
本
霊
異
記
』に
お
け
る〈
交

感
〉
の
一
面
」（『
日
本
文
学
』
四
五
（
五
）、
一
九
九
六
年
）。
伊
藤
由
希
子

「
仏
像
に
祈
る
と
い
う
こ
と
」（
伊
藤
由
希
子
『
仏
と
天
皇
と
「
日
本
国
」
―

『
日
本
霊
異
記
』
を
読
む
―
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
三
）。
奧
健
夫
「
仏
像

の
霊
験
と
そ
の
統
御
」（
奧
健
夫
『
仏
教
彫
像
の
制
作
と
受
容
―
平
安
時
代

を
中
心
に
―
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
）。
冨
樫
進
「
破
（
く
だ
）

か
れ
た
銅
像
と
傷
つ
け
ら
れ
た
釈
迦
―
『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
仏
菩
薩

像
イ
メ
ー
ジ
の
一
側
面
―
」（『
日
本
文
学
』
七
二
（
三
）、
二
〇
二
三
）。

（
92
）	

前
掲
註
11
奧
論
文

（
93
）	

前
掲
註
6
叡
尊
伝
集
成
、
二
〇
三
〜
二
〇
四
頁
。
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）

か
ら
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
に
成
立
し
た
『
興
正
菩
薩
伝
』、お
よ
び
『
行

実
年
譜
』
所
収
「
西
大
寺
光
明
真
言
会
縁
起
」
に
も
同
文
が
引
か
れ
る
。
ま

た
極
楽
寺
に
は
こ
の
勅
書
の
案
が
所
蔵
さ
れ
る
（『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
七
巻

一
九
四
頁
）

（
94
）	『
異
国
襲
来
祈
祷
注
録
』
は
阿
一
に
よ
っ
て
弘
安
四
年
に
記
さ
れ
た
旨
の
奥

書
が
あ
る
が
、
当
該
箇
所
に
は
宗
尊
親
王
が
文
永
元
年
に
壱
岐
対
馬
に
向

か
っ
た
と
い
う
誤
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
弘
安
当
初
の
記
述
と
は
考
え
に
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く
い
。
た
だ
し
こ
の
史
料
が
写
さ
れ
た
明
応
二
年
（
一
四
九
二
）
ま
で
に
は

成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
参
考
：『
異
国
襲
来
祈
祷
注
録
』
解
題
〈
前

掲
註
6
叡
尊
伝
集
成
、四
六
二
〜
四
六
三
頁
〉）。
ま
た
『
律
苑
僧
宝
伝
』「
南

都
西
大
寺
興
正
菩
薩
伝
」
に
も
同
内
容
が
載
る
。

（
95
）	

前
掲
註
6
叡
尊
伝
集
成
、
一
九
〇
頁

（
96
）	

平
安
後
期
以
降
特
定
の
人
物
や
祖
師
が
「
生
身
の
仏
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
る

事
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
奧
健
夫
氏
の
論
に
詳
し
い
。
奧
健
夫
「
如
来
の
髪

型
に
お
け
る
平
安
末
～
鎌
倉
初
期
の
一
動
向
―
波
状
髪
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
仏
教
芸
術
』
二
五
六
、
二
〇
〇
一
、
九
八
頁
。
の
ち
奧
健
夫
『
仏
教

彫
像
の
制
作
と
受
容
』
二
〇
一
九
所
収
。）

（
97
）	

根
立
研
介
氏
は
、
山
口
・
阿
弥
陀
寺
蔵
の
「
僧
重
源
起
請
文
」
に
、
同
寺
の

重
源
坐
像
が
「
霊
影
」
と
し
て
重
源
不
在
時
の
代
理
と
し
て
扱
わ
れ
る
記
述

に
着
目
し
、叡
尊
坐
像
に
重
ね
て
像
の
機
能
を
論
じ
て
い
る
（
根
立
研
介
「
西

大
寺
叡
尊
像
の
機
能
を
め
ぐ
っ
て
」
根
立
研
介
『
中
世
肖
像
彫
刻
史
の
研
究
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
二
）。
叡
尊
像
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
十
三

世
紀
中
葉
以
降
彫
像
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
弘
法
大
師
影
や
、
唐
招
提
寺
の

鑑
真
「
真
影
」
の
十
三
世
紀
後
半
当
時
に
お
け
る
扱
い
が
関
連
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

（
98
）	

前
掲
註
6
叡
尊
伝
集
成
、
一
二
頁
。
な
お
奧
健
夫
氏
が
指
摘
す
る
如
く
、『
宝

物
集
』
の
後
段
で
は
、
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
の
「
栴
檀
の
仏
」
を
、
奝

然
が
新
造
し
た
模
像
を
「
煙
に
て
ふ
す
べ
ま
い
ら
せ
て
」
原
像
と
入
れ
替
え
、

原
像
の
方
を
日
本
に
請
来
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
前
掲
註
91
奧
論
文
）。

（
99
）	

奧
健
夫
「
叡
尊
像
の
造
立
に
つ
い
て
」（
三
井
記
念
美
術
館
他
編
『
創
建

1
2
5
0
年
記
念　

奈
良
西
大
寺
展　

叡
尊
と
一
門
の
名
宝
』
日
本
経
済

新
聞
社
、
二
〇
一
七
）

（
100
）	

前
掲
註
13
松
岡
論
文
、六
五
頁
。
た
だ
し
例
え
ば
十
三
世
紀
初
め
成
立
の『
平

家
物
語
』「
奈
良
炎
上
」
は
、
東
大
寺
大
仏
を
「
南
閻
浮
提
の
う
ち
に
は
唯

一
無
双
の
御
仏
」
と
表
現
し
て
お
り
、『
平
家
物
語
』
に
は
「
無
双
」
と
「
天

下
第
一
」
を
同
義
的
に
用
い
て
い
る
箇
所
も
あ
る
（「
座
主
流
」）。「
閻
浮
第

一
之
霊
像
」
が
何
を
指
す
の
か
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
十
三
世
紀
当
時
の

東
大
寺
大
仏
観
と
清
凉
寺
釈
迦
観
の
よ
り
詳
細
な
検
討
が
な
お
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

（
101
）	

前
掲
註
99
奧
論
文
、
一
八
〜
一
九
頁　

さ
ら
に
奧
健
夫
氏
は
近
年
の
著
作
に

お
い
て
、
叡
尊
像
正
面
の
衣
皺
は
、
清
凉
寺
釈
迦
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
註
11
奥
論
文
、
三
九
五
頁
）。

（
102
）	

前
掲
註
23
、
一
七
二
頁

（
103
）	

前
掲
註
23
、
一
七
二
頁

（
104
）	

大
正
蔵
三
一
巻
五
五
頁
中
段

（
105
）	

前
掲
註
6
叡
尊
伝
集
成
、
二
九
四
頁

（
106
）	

実
際
、
叡
尊
坐
像
の
像
内
背
面
中
央
の
梵
字
曼
荼
羅
下
に
は
叡
尊
の
生
年
・

戒
臘
・
名
が
記
さ
れ
る
。（
前
掲
註
23
、
一
七
二
頁
）

（
107
）	

前
掲
註
15
賢
任
願
文
傍
線
部

【
画
像
の
出
典
】

図
1　
（
右
）、
図
2
（
右
）：
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

東
洋
・
日
本
美

術
史
研
究
室
資
料

図
1　
（
左
）、
図
2
（
左
）：『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像

銘
記
編
六　

図
版
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
八
、
一
四
二
、
一
四
四
頁

図
3
：『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
編
一
三　

図
版
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
七
、
九
一
頁

図
4
：『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
編
一
六　

図
版
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
〇
、
九
九
頁
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「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と

―
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内
文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て

―
（
1
～
26
）
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Summary

To Re-create the Living Buddha:
Exploring the Significance of the Term ‘Mo-sha’ (Copy) in the Texts 

Found from the Statues of Shakyamuni and Eison of Saidaiji

Yotaro ONUMA

Focusing on the keyword ‘Mo-sha’ (Copy), this article reveals the background of 
the Statue of Shakyamuni of Saidaiji (1249) and the Statue of Eison of Saidaiji (1280), 
which created by Eison (1201-1290) and his close disciples.

‘Mo-sha’ (Mo-xie in Chinese) is a term often used in China and Japan to refer to 
paintings, but in the Heian and Kamakura periods in Japan, it was used to copy sutras 
in ritual texts such as the Ganmon and Hyōbyaku. ‘Mo-sha’ was also used in medieval 
Japan as a vocabulary for copying small stamped or woodblock-printed Buddhist 
images.

Among these examples of usage of the word ‘Mo-sha’ in medieval Japanese, the 
vocabulary used to create the Statues of Shakyamuni and Eison of Saidaiji is unique 
in that it was used to create a three-dimensional statue of the same size from a full-
size statue, or to copy an actual living priest (Eison) into a three-dimensional statue 
of the same size. This paper focuses on the ‘Mo-xie’ of Buddhist scriptures written 
in Tang Dynasty China, especially those written by Dao Xuan (596–667). In Buddhist 
scriptures of the Tang dynasty, ‘Mo-xie’ is used to copy “auspicious statues” that cause 
mysterious phenomena such as flight and luminescence.

The Statue of Shakyamuni of Saidaiji was copied from the statue of Shakyamuni 
of Seiryōji. The use of the term ‘Mo-sha’ for this statue is thought to be due to its 
adoption of the context of copying “auspicious statues” of the Tang dynasty. The 
reason why ‘Mo-sha’ (‘Mo-xie’) was used to create the Statues of Shakyamuni of Saidaiji 
is because of these mysterious miracles.

As for the Statue of Eison of Saidaiji, it is noteworthy that it was created when 
Eison was 80 years old, and that some documents from the decade before and after 
his death refer to him as a living Buddha. In other words, it is thought that this statue 
was made to replicate the image of Eison as a Living Buddha.
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